
一
九
二
〇
年
代
中
・
後
期
の
地
方
都
市
民
衆
運
動

一
1
一
但
馬
震
災
罹
災
民
ム
賀
よ
り
労
農
党
但
馬
支
部
へ
i

伊

藤

之

雄

〆

1920年代中・後期の地方都市民衆運動（俳藤）

【
要
約
回
　
兵
庫
県
豊
岡
町
（
現
豊
岡
市
）
で
は
、
一
九
二
四
年
総
選
挙
の
過
程
を
通
し
て
、
旧
来
の
有
力
者
に
加
え
て
、
そ
れ
ま
で
の
非
特
権
中
間
層
の

代
表
も
政
治
的
発
雷
を
認
め
ら
れ
る
体
制
が
で
き
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
後
、
二
五
年
五
月
の
但
馬
震
災
の
義
掴
金
分
配
問
題
を
め
ぐ
っ
て
同
年
秋
よ
り

罹
災
民
会
に
よ
る
民
衆
運
動
が
趨
り
、
そ
れ
は
二
四
年
初
め
か
ら
始
ま
っ
た
豊
岡
町
青
年
会
自
主
化
運
動
と
共
に
、
二
六
年
七
月
の
労
働
農
民
党
但
馬
支

部
結
成
の
基
礎
と
な
っ
た
。
そ
し
て
大
局
的
に
は
、
二
七
年
夏
の
鐙
岡
町
政
革
薪
運
動
及
び
そ
の
後
の
二
八
年
初
め
ま
で
の
民
衆
運
動
に
つ
な
が
る
。
こ

れ
ら
の
運
動
の
基
盤
は
、
職
工
・
職
人
等
の
下
層
民
衆
に
あ
る
。
指
導
者
層
は
、
但
馬
青
年
学
生
連
盟
・
社
会
科
学
研
究
会
類
似
の
組
織
・
青
年
団
自
主

化
運
動
等
か
ら
成
長
し
た
地
元
の
勤
労
青
年
で
あ
る
。
こ
の
豊
岡
町
で
の
事
例
分
析
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
実
態
が
不
明
で
あ
っ
た
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

収
束
期
の
地
方
都
市
民
衆
運
動
（
と
り
わ
け
二
六
年
末
か
ら
二
七
年
に
か
け
て
の
地
方
自
治
体
へ
の
「
地
方
政
治
闘
争
」
）
の
理
解
を
深
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
大
三
巻
五
号
　
一
九
八
O
年
九
月

は
　
じ
　
め
　
に

一
九
二
〇
年
（
以
下
二
〇
年
の
よ
う
に
略
す
）
心
中
・
後
期
は
、
通
例
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
い
わ
れ
る
状
況
一
す
な
わ
ち
非
特
権
層
で

あ
る
中
間
圏
以
下
が
普
選
即
行
等
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
政
治
的
権
利
の
拡
大
を
求
め
る
運
動
等
を
積
極
的
に
行
っ
た
時
代
1
が
収
束
す
る
一
方

で
、
労
働
農
民
党
の
成
立
（
二
六
年
三
月
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
無
産
政
党
が
作
ら
れ
、
社
会
主
義
運
動
が
そ
れ
ま
で
以
上
に
組
織
的
に
展
開
す

る
よ
う
に
な
る
時
期
で
あ
る
。
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本
稿
の
課
題
は
、
こ
の
二
〇
年
代
中
・
後
期
の
地
方
政
治
状
況
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
兵
庫
県
豊
岡
町
（
現
豊
岡
市
）
を
中
心
と

す
る
地
方
都
市
民
衆
運
動
の
実
態
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
豊
岡
町
で
は
、
二
五
年
五
月
の
但
馬
震
災
の
義
摘
金
分
配
問
題
を
め
ぐ
っ
て
同

年
秋
か
ら
罹
災
民
会
に
よ
る
運
動
が
起
り
、
そ
れ
は
二
六
年
七
月
の
労
働
農
民
党
但
馬
支
部
結
成
の
基
礎
と
な
り
、
大
局
的
に
は
二
七
年
夏
の

豊
岡
町
政
革
新
運
動
及
び
そ
の
後
の
二
八
年
初
め
ま
で
の
運
動
に
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
こ
れ
ま
で
戦
前
鼠
本
の
無
産
政
党
地
方
支
部
や
無
産
団
体
支
部
の
形
成
と
展
開
に
つ
い
て
の
研
究
は
数
少
な
く
、
地
方
の
政
治
状
況
を
考
え

る
う
え
で
障
害
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
豊
岡
町
の
事
例
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、
第
一
に
地
方
都
市
に
お
け
る
社
会
主
義
勢
力
及
び
無

産
運
動
の
浸
透
や
労
農
党
支
部
形
成
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
手
掛
り
と
し
た
い
。

　
第
二
に
、
労
農
党
に
よ
り
、
と
り
わ
け
二
六
年
末
～
二
七
年
半
か
け
て
地
方
自
治
体
（
正
式
に
地
方
自
治
体
が
成
立
し
た
の
は
第
二
次
大
戦

後
の
地
方
自
治
法
に
も
と
づ
い
て
で
あ
る
が
、
戦
前
の
都
道
府
県
・
市
町
村
に
継
て
も
一
定
の
地
方
自
治
は
存
在
し
た
の
で
本
稿
で
は
こ
の
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

称
を
使
用
す
る
）
に
対
す
る
「
地
方
政
治
闘
争
」
が
各
地
で
展
開
し
、
福
本
イ
ズ
ム
の
影
響
が
強
ま
っ
た
再
建
後
の
日
本
共
産
党
は
こ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

「
労
働
者
・
農
民
・
俸
給
者
・
小
商
人
・
婦
人
・
青
年
等
あ
ら
ゆ
る
被
圧
迫
民
衆
」
の
政
治
闘
争
と
し
て
重
視
し
て
い
た
が
、
そ
の
実
態
は
ほ

と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
日
本
共
産
党
は
二
七
年
初
め
に
、
但
馬
震
災
義
捕
金
問
題
を
、
「
あ
ら
ゆ
る
被
圧
迫
民
衆
」
の
「
ブ
ル
ジ
ョ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ア
的
専
制
政
治
に
対
す
る
反
抗
」
の
「
闘
争
の
峰
火
」
の
実
例
と
し
て
再
三
注
目
し
て
お
り
、
罹
災
民
会
運
動
の
時
期
も
含
め
れ
ば
、
豊
岡
町

で
は
比
較
的
長
期
間
運
動
が
続
い
た
実
績
が
あ
り
、
こ
の
時
期
の
「
地
方
政
治
闘
争
」
の
到
達
点
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
豊
閥
町

を
事
例
と
し
、
地
方
の
政
治
構
造
の
中
で
、
そ
う
し
た
運
動
の
可
能
性
と
限
界
を
さ
ぐ
る
一
助
と
し
た
い
。

　
第
三
に
、
所
謂
大
恐
慌
期
の
市
民
闘
争
の
研
究
一
つ
ま
り
二
七
年
金
融
恐
慌
以
後
三
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
各
地
で
展
開
し
た
家
賃
・
電

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

燈
料
・
ガ
ス
料
・
水
道
料
な
ど
の
値
下
げ
運
動
i
で
は
、
こ
れ
ま
で
労
農
党
・
共
産
党
系
の
事
例
分
析
が
な
い
が
、
豊
岡
町
の
場
合
は
そ
の

事
例
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
無
産
党
左
派
の
関
係
す
る
こ
う
し
た
運
動
の
特
徴
を
探
り
た
い
。

　
こ
れ
ま
で
豊
岡
町
の
民
衆
運
動
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
記
述
と
し
て
は
、
④
「
革
新
を
め
ざ
す
動
き
」
（
豊
岡
市
教
育
委
員
会
『
目
で
見
る
豊
岡
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の
明
治
一
〇
〇
年
史
』
一
九
六
九
年
）
・
⑧
板
野
勝
次
『
嵐
に
耐
え
た
歳
月
』
（
新
日
本
出
版
社
・
一
九
七
七
年
）
一
七
七
t
一
七
八
頁
、
三
一
九
頁
・

◎
兵
庫
県
労
働
運
動
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
兵
庫
県
労
働
運
動
史
』
（
一
九
六
一
年
）
二
三
九
頁
、
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。
④
は
但
馬
の
運
動
の

指
導
者
の
一
人
で
あ
っ
た
本
橋
文
平
氏
の
四
〇
年
以
上
後
の
記
述
を
も
と
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
⑬
は
板
野
磯
（
二
六
年
一
月
日
本

共
産
党
に
入
党
し
、
二
七
年
党
神
戸
地
方
委
員
長
）
の
自
伝
で
あ
る
。
④
・
③
と
も
に
研
究
の
手
掛
り
や
史
料
と
な
る
貴
重
な
事
項
を
含
ん
で

い
る
が
、
回
想
の
性
質
上
、
事
実
関
係
に
問
題
も
少
く
な
い
。
本
稿
作
成
上
に
お
い
て
も
、
本
橋
氏
の
御
好
意
に
よ
り
種
々
の
談
話
を
伺
っ
た

が
、
で
き
う
る
限
り
同
時
代
文
献
史
料
や
他
の
関
係
者
の
談
話
と
照
合
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
◎
は
労
働
農
業
党
但
馬
支
部
結
成
の
動
き
を
記

し
た
も
の
で
、
羅
災
民
の
「
市
民
運
動
」
が
背
景
と
な
っ
て
支
部
が
成
立
し
た
と
評
価
し
て
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
「
市

民
運
動
」
が
い
か
な
る
階
層
の
町
民
の
ど
の
よ
う
な
要
望
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
か
を
解
明
す
る
こ
と
も
目
的
の
一
つ
と
し
た
い
。

1920年代中・後期の地方都市民衆運動（伊藤）

①
　
主
な
も
の
と
し
て
、
岩
村
登
志
炎
「
普
通
選
挙
制
下
の
無
産
政
党
の
基
盤
－
香

川
県
欝
運
動
史
の
再
検
討
⊥
（
鎌
魏
編
『
論
集
現
代
史
』
筑
心
房
、

　
七
六
年
）
　
・
安
田
常
雄
「
日
本
農
民
組
含
長
野
県
連
合
会
の
運
動
」
（
『
日
本
フ
ァ

　
シ
ズ
ム
と
民
衆
運
動
』
れ
ん
が
書
房
新
社
、
七
九
年
）
．
横
関
至
二
九
二
〇
年
代

　
後
半
の
霞
農
・
労
農
党
一
先
進
地
香
川
県
の
分
析
一
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
四
七
九

　
号
八
○
年
四
月
）
が
あ
る
。
横
関
論
文
は
二
〇
年
代
後
半
の
労
農
党
香
川
県
支
部

　
連
合
会
の
形
成
や
活
動
に
つ
い
て
も
論
じ
て
お
り
、
本
稿
の
視
座
と
還
り
が
深
い
。

　
そ
こ
で
の
横
関
氏
の
重
要
な
論
点
は
、
日
韓
香
川
県
連
や
県
連
を
主
要
な
母
体
と

　
し
て
成
立
し
た
労
農
党
香
川
県
支
部
連
合
会
は
小
作
料
以
外
の
多
面
的
要
求
に
も

　
と
つ
く
日
常
活
動
・
議
会
活
動
（
豊
国
電
力
会
社
の
電
柱
布
設
に
か
か
わ
る
賠
償

　
問
題
・
税
金
問
題
・
借
家
問
題
・
銀
行
休
業
に
伴
う
預
金
者
の
救
済
問
題
・
高
松

　
港
の
排
水
口
整
備
問
題
な
ど
）
を
行
い
、
日
農
業
組
織
の
町
村
に
お
い
て
も
二
七

　
年
県
議
選
・
二
八
年
総
選
挙
で
支
持
票
を
得
る
成
果
を
上
げ
た
こ
と
で
あ
る
。
し

　
か
し
①
氏
の
い
う
小
作
農
民
ば
か
り
で
な
く
、
小
市
民
小
農
畏
な
ど
広
範
な
階
層

　
の
要
求
を
取
り
上
げ
た
右
の
運
動
が
、
地
域
で
の
階
贋
対
抗
関
係
に
ど
の
よ
う
な

　
変
化
を
来
す
よ
う
に
な
っ
た
か
の
具
体
的
分
析
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
②
選
挙

　
で
の
臼
農
博
組
織
の
町
村
で
の
支
持
票
も
、
小
作
争
議
や
労
働
争
議
支
援
な
ど
で

　
労
農
党
に
近
づ
い
た
日
農
以
外
の
饗
民
組
合
や
労
働
組
合
か
ら
の
得
票
か
、
右
の

　
多
面
的
要
求
に
よ
り
支
持
を
取
り
付
け
た
中
間
層
の
一
部
を
含
む
も
の
か
が
不
明

　
で
あ
る
こ
と
等
の
問
題
が
あ
る
。

②
た
と
え
ば
二
七
年
秋
の
県
議
選
に
際
し
、
労
農
党
各
地
方
支
部
が
指
導
し
た
も

　
の
と
し
て
借
家
人
運
動
（
福
島
県
平
）
・
原
町
放
送
局
一
万
円
寄
付
反
対
運
動

　
（
宮
城
県
宮
城
郡
）
・
隔
離
病
舎
設
置
要
求
運
動
（
長
野
県
下
俳
那
郡
）
・
松
毘

　
神
社
造
営
問
題
（
三
重
県
飯
南
郡
）
・
自
転
車
税
撤
廃
要
求
運
動
（
名
古
屋
市
）

　
等
多
数
あ
る
（
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
編
『
日
本
社
会
運
動
史
料
・
労

　
働
農
畏
党
一
』
二
六
四
－
二
六
九
頁
、
　
二
七
四
－
二
七
八
頁
）
。
他
の
時
期
に
つ

　
い
て
は
、
そ
の
晴
の
「
無
産
者
新
聞
」
及
「
労
働
農
罠
新
開
」
参
照
。

③
　
「
無
産
者
新
聞
」
二
七
年
…
月
一
五
日
〔
以
下
「
無
産
者
瀬
聞
」
二
七
・
一
・

　
一
五
と
略
す
〕
　
（
六
五
号
）
　
「
全
線
的
展
開
は
如
何
に
し
て
行
ふ
か
」
。
「
無
産
者

　
新
聞
」
二
七
．
一
．
｝
五
（
六
五
号
）
及
び
一
・
二
二
（
六
穴
号
）
の
「
地
方
政
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治
闘
争
を
如
何
に
学
ぶ
か
－
但
馬
震
災
義
器
官
問
題
の
教
訓
」
。
経
時
「
無
産
者

　
新
聞
」
は
再
建
後
の
陵
本
共
産
党
の
実
質
的
機
関
紙
で
あ
る
。

④
　
同
工
。

⑥
こ
れ
ら
の
運
動
の
中
心
は
中
小
商
工
業
者
市
民
層
で
、
無
産
政
党
が
関
与
す
る

　
こ
と
も
少
く
な
か
っ
た
（
奥
照
修
三
「
昭
和
恐
慌
期
の
市
民
闘
争
1
兵
庫
県
に
お

　
け
る
借
家
争
議
・
電
燈
争
議
を
中
心
と
し
て
一
」
　
『
立
命
館
大
学
人
文
科
学
研
究

　
所
紀
要
』
（
一
〇
号
、
　
一
九
六
一
年
）
な
ど
）
。
先
述
の
よ
う
に
二
六
年
末
～
二
七

　
年
に
か
け
て
労
農
党
・
共
産
党
系
の
「
地
方
政
治
闘
争
」
は
盛
り
上
が
る
が
、
こ

　
れ
ま
で
の
大
恐
慌
期
の
市
晟
闘
争
の
研
究
は
こ
れ
を
特
に
視
座
に
入
れ
て
い
な
い
。

本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
次
の
方
々
よ
り
談
話
を
得
た
。
ま
た
本
稿
は
当
初

¶
斎
藤
隆
夫
と
但
馬
立
憲
青
年
党
」
　
（
未
発
表
）
の
一
部
と
し
て
構
想
さ
れ
た
た

め
、
そ
の
テ
ー
マ
で
談
話
の
協
力
を
得
た
方
も
多
い
。
記
し
て
断
っ
て
お
き
た
い
。

橋
本
省
三
氏
〔
豊
岡
市
長
〕
（
一
九
七
九
・
一
・
一
六
）
、
本
橋
文
平
氏
〔
元
豊
岡

一
巾
川
島
〕
　
（
七
九
・
二
・
一
六
　
　
五
。
一
七
　
　
一
二
・
一
八
　
　
八
○
・
二
．
一
穴
）
、

伊
原
演
次
馬
〔
罷
工
社
会
長
〕
（
七
九
・
五
・
一
九
）
、
松
本
惣
一
郎
氏
〔
元
日
本

共
産
党
統
制
委
員
〕
（
七
九
・
八
・
八
）
、
千
糧
達
夫
氏
〔
元
東
京
高
等
裁
判
所
判

事
・
元
成
黙
大
教
授
〕
（
七
九
・
八
・
九
）
、
正
木
定
氏
〔
元
兵
庫
県
会
議
長
〕

（
七
九
・
ご
∵
九
八
○
・
三
・
一
一
）
、
藤
沢
加
蔵
氏
〔
元
出
石
町
助
役
〕

（
七
九
・
＝
∵
一
九
）
、
北
村
喜
一
氏
（
八
○
・
一
・
三
〇
）
、
西
垣
実
氏
（
八

○
・
一
・
三
〇
）
、
本
居
誠
一
斑
（
八
○
・
四
・
一
一
）
。
以
下
「
本
橋
談
」
の
よ

う
に
、
敬
称
．
談
話
の
年
月
日
を
省
略
し
て
使
用
し
た
い
。
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第
「
章
　
一
九
二
〇
年
代
の
豊
岡
町
の
状
況

第
［
節
社
会
経
済
状
況

　
兵
庫
県
城
綺
郡
豊
岡
町
は
京
極
氏
の
誠
下
町
で
、
隣
り
の
出
石
郡
出
石
町
と
並
ん
で
近
世
以
来
但
馬
の
中
心
都
市
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
九
年

山
陰
本
線
が
開
通
し
豊
岡
駅
が
設
置
さ
れ
る
と
、
鉄
道
か
ら
離
れ
た
出
石
町
に
比
べ
、
豊
岡
町
は
但
馬
の
「
酋
都
」
と
し
て
栄
え
て
ゆ
き
、
二

四
年
の
現
住
人
口
は
一
一
、
〇
九
七
人
で
但
馬
五
郡
中
最
大
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
職
業
別
戸
数
は
、
表
1
よ
り
商
業
・
工
業
が
多
く
、
但
馬
農
村
地
帯
に
も
か
か
わ
ら
ず
農
業
が
少
な
い
こ
と
が
特
色
で
あ
る
。

　
時
代
は
少
し
下
る
が
、
表
2
よ
り
豊
岡
町
の
工
業
は
、
①
工
場
数
と
職
工
数
の
対
比
よ
り
推
定
し
て
従
業
員
一
〇
人
以
下
の
零
細
企
業
が
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
①

と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
、
②
主
要
な
も
の
は
杞
柳
製
品
関
係
で
あ
る
こ
と
（
生
産
価
格
で
八
○
・
九
％
、
職
工
数
で
七
五
・
二
％
を
占
め
る
）
が

理
解
で
き
る
。
杞
柳
製
品
と
は
柳
墓
や
バ
ス
ヶ
・
ト
等
で
・
藩
営
専
売
以
来
の
豊
署
の
主
要
肇
で
あ
・
榊
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図1　柳行李の製造過程

表1　豊岡町職業別現往戸数

農
漁
工
商
官

業
業
業
業
吏

　
　
　
　
公

労働者その他

1925

　25

68e

1，005

）

i　465

1926

　24

　15
713

1，245

141

213

1927

　30

　2
619

1，207

163

337

十馨ロ
2，17s　1　2，341　1　2，3ss

原料選定
切　　断

水　　浸

生地編

生地編業

縁・け力嚥｛

膿｛

漂白
p染色一

（備考）　各年度「豊岡町事務報触書」

　役所蔵）より作成。

（豊岡市

表2　豊岡町商工業生産物統計（1934年度）

剣工劉職工剃酪円

墳かけ 縁付製作

ずっく
皮　　付

製　　品

ずっく製作

品

　　瓦

皮革製品
植　　物　　油

木　　製　　晶

竹　　製　　晶

藤　　製　　贔

杷柳製品
プアイパー製品

刃　　　　物
醤油，酢，味嗜

　酒　1β26石

菓子及パソ

類
　
品
ト
物

　
　
　
ソ

　
二
重

　
　
　
メ

麺
　
紙
セ
履

2
8
1
2
1
4
4
4
4
6
4
4
1
6
1
1
0

　
　
　
1
　

1
F
D
3
　
　
　
　
4
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
2

7
1
2
「
2
3
3
5
0
8
9
1
8
5
1
1
一
9
8
1
1
2
2
2
1
3

　
　
　
　
　
1
　
ρ
0
　
2

　
　
　
　
　
　
1

　5，476

　46，270

　2，729

　23，390

　　600
　8，020

2，396，627

215，000

　2，200

　13，585

129，905

　88，750

　1，750

　7，360

　12，993

　3，900

　3，680

計
3gg　［　2，246　1　2，g62，234

（出典）　西村天来『豊岡復興史』（1935年）p．9。

　
本
稿
で
論
じ
る
豊
岡
町
の
民
衆
運
動
に
杞
柳
工
業
及
そ
の
職
工
は
重
要
な
関

り
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
以
下
豊
岡
町
の
杞
柳
工
業
の
特
色
を
整
理
し
た
い
。

ま
ず
杞
柳
製
品
の
代
表
で
あ
る
柳
行
李
の
製
造
過
程
を
図
示
す
る
と
図
1
の
よ

う
に
な
る
。
こ
れ
ら
五
三
製
品
の
生
産
は
、
生
地
編
業
者
を
基
軸
と
し
て
、
加

工
業
者
の
名
で
一
括
さ
れ
る
縁
か
け
業
者
、
ず
っ
く
か
け
業
者
、
染
色
・
塗
装

業
者
等
に
よ
り
、
家
内
工
業
的
・
内
職
的
に
営
ま
れ
た
。
第
二
次
大
戦
前
に
於

て
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
生
地
編
業
者
や
加
工
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
特
定

の
問
屋
（
杞
柳
製
品
卸
商
・
杞
柳
原
料
商
な
ど
を
兼
ね
る
も
の
が
多
い
）
に
た

い
し
て
従
属
の
関
係
に
入
り
こ
み
、
・
聞
屋
は
、
原
材
料
は
も
ち
ろ
ん
生
活
の
資
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料
を
さ
え
み
ず
か
ら
調
達
し
て
、
生
地
営
業
者
や
加
工
業
者
を
き
わ
め
て
封
建
的
な
職
人
関
係
の
も
と
に
し
ば
り
つ
け
、
強
力
な
問
屋
制
支
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
杞
柳
職
工
の
賃
金
も
低
く
多
く
は
借
家
に
住
み
、
二
〇
年
代
に
於
て
豊
岡
町
の
商
人
か
ら
職
人
は

一
段
低
く
み
ら
れ
て
い
た
（
本
橋
談
）
。

70　（7ti4）

第
二
節
　
但
馬
五
郡
の
政
治
状
況

　
二
五
年
五
月
の
但
馬
震
災
ま
で
の
豊
岡
町
の
政
治
状
況
理
解
を
助
け
る
た
め
、
ま
ず
但
馬
五
郡
全
体
の
一
〇
年
以
降
の
政
治
状
況
を
概
観
し

た
い
。

　
少
く
と
も
一
〇
年
頃
の
但
馬
に
は
、
銀
行
業
も
兼
ね
る
大
地
主
平
尾
源
太
夫
（
出
石
郡
神
美
村
、
田
一
四
六
・
五
町
、
畑
一
四
・
七
町
を
所

有
）
・
鎌
田
三
郎
兵
衛
（
養
父
郡
口
大
屋
村
、
田
五
九
・
一
町
、
畑
三
三
・
九
町
を
所
有
）
ら
の
姻
戚
関
係
の
あ
る
有
力
者
を
頂
点
と
す
る
政

治
支
配
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
総
選
挙
や
県
議
選
へ
の
立
候
補
も
、
こ
れ
ら
有
力
老
の
同
意
の
取
付
が
第
一
で
あ
り
、
そ
れ
が
済
め
ば
郡
推
薦

候
補
と
な
り
、
上
意
下
達
式
に
町
・
村
長
（
有
力
者
で
も
あ
る
こ
と
が
多
い
）
↓
町
・
村
会
議
員
↓
選
挙
民
へ
と
伝
え
ら
れ
、
ほ
ぼ
当
選
が
約

束
さ
れ
て
い
た
。
元
来
但
馬
は
大
隈
重
信
の
進
歩
党
の
系
譜
を
受
け
つ
ぐ
国
民
党
の
地
盤
で
あ
る
。
そ
の
地
盤
は
、
中
央
で
の
政
党
の
改
編
に

伴
い
、
同
志
会
・
憲
政
会
へ
と
受
け
つ
が
れ
た
。
こ
の
改
編
に
際
し
、
中
央
及
び
地
域
に
よ
っ
て
は
、
一
部
に
政
策
に
裁
つ
く
関
係
で
所
属
政

党
を
決
め
る
グ
ル
ー
プ
も
出
た
が
、
但
馬
で
は
有
力
者
支
配
を
背
景
と
し
た
人
脈
的
移
行
で
あ
っ
た
。
後
に
自
由
主
義
政
治
家
と
し
て
著
名
に

な
る
斎
藤
隆
夫
も
一
二
年
総
選
挙
以
来
こ
の
よ
う
な
有
力
老
の
同
意
の
も
と
で
諸
悪
代
表
と
し
て
当
選
を
果
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
二
〇
年
総

選
挙
で
、
円
山
川
改
修
問
題
等
を
原
内
閣
（
政
友
会
）
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
有
力
者
達
が
政
友
会
支
持
に
転
換
し
た
た
め
、
普
選
即
行
を
唱

え
る
進
歩
的
な
斎
藤
（
憲
政
会
）
は
落
選
し
た
。
し
か
し
次
の
二
四
年
総
選
挙
で
護
憲
三
派
の
一
員
と
し
て
斎
藤
（
憲
政
会
）
は
、
再
び
普
選

を
唱
道
し
て
南
但
か
ら
出
馬
し
、
当
初
の
不
利
の
予
想
を
く
つ
が
え
し
有
力
者
の
推
す
政
友
本
党
候
補
を
破
っ
て
当
選
し
た
。
こ
れ
は
二
四
年

総
選
挙
直
前
に
諜
者
に
で
き
た
立
憲
青
年
党
の
支
援
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
そ
れ
ま
で
の
大
地
主
を
中
心
と
す
る
有
力
者
の
合
意
の
み
で
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図2　1910年代～1930年代前半の但馬の階層対抗関係モデル

A段階
（B以自の

　　　　B　段　階

〆1923年末～ユ925年X
k等苧に；工924‘昇詫言ま1三　　ノ

］k　ee

｝蓼階権

中閃層

｝下・

上
意
下
達

に
有
力
者
側蹴．蛎

．
満

Ai

鞠
係

C段階
（B以降）

［＼仁＝
非特権中措1層の

意向の反映

下層の意向の
弱い反i映

【備考】

　（1）∈垂∋は地方政治の決定に直接干与する者の舐身階層。

　（2）羅は運動の指導奢達の出身階屏。
　（3）地方政治の決定とは，A段階では，①道路改修や敷設・学校建築韓の地域利害

　　　②地方税の賦諜　③総選挙・型縣義選等の候補者の三豊導であり，C段階になると

　　　①・②が主となる。
　（4）上層とは，大地主を中心とする有力者屠であり，非特権中鵜層とは，耕作地主・

　　　自作・中小商工業者等であり，下層とは貧農・職工・職人等である。

動
か
さ
れ
て
い
た
但
馬
の
政
界
秩
序
は
大
修
正
を
迫
ら
れ
た
。
青
年

党
の
構
成
の
特
色
は
、
耕
作
地
主
・
自
作
農
・
商
店
主
な
ど
の
地
域

の
中
堅
青
壮
年
が
多
数
参
加
し
て
い
る
こ
と
、
貧
農
層
や
被
差
別
部

落
民
か
ら
広
い
支
持
を
得
た
こ
と
、
リ
…
ダ
…
に
は
社
会
主
義
思
想

の
影
響
を
受
け
た
地
元
の
青
年
や
先
の
中
間
層
の
青
年
が
な
っ
た
こ

と
等
で
あ
る
。
青
年
党
と
し
て
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
倶
馬
政
界
革
新

・
普
選
即
行
・
地
域
振
興
（
鉄
道
建
設
）
等
で
あ
る
。
こ
の
青
年
党

の
リ
ー
ダ
ー
の
大
部
分
は
、
二
カ
年
代
後
半
に
か
け
て
、
大
地
主
ら

旧
来
の
有
力
老
と
和
解
を
し
、
主
に
地
域
振
興
の
た
め
に
活
動
し
、

青
年
党
も
既
成
政
党
に
吸
収
さ
れ
る
形
で
自
然
消
滅
し
た
。
そ
の
過

程
で
、
青
年
党
の
リ
ー
ダ
ー
層
の
町
・
村
会
へ
の
進
出
が
な
さ
れ

（
二
九
年
の
町
・
村
議
改
選
で
そ
れ
が
実
現
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
）

少
し
後
に
は
既
成
政
党
公
認
で
県
会
へ
も
進
出
す
る
者
も
出
た
。
二

〇
年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
の
青
年
党
も
し
く
は
元

青
年
党
関
係
老
の
行
動
で
注
目
す
べ
き
は
、
出
石
町
の
部
落
差
別
事

件
を
青
年
党
関
係
者
が
調
停
し
、
水
平
社
の
勢
力
が
出
石
町
に
入
る

こ
と
を
防
い
だ
よ
う
に
、
下
層
町
民
の
青
年
党
へ
の
信
望
を
背
景
に

下
層
町
民
の
要
望
を
穏
健
な
形
で
部
分
的
に
反
映
さ
せ
、
下
層
町
民

が
独
自
で
急
進
的
社
会
運
動
に
走
る
こ
と
を
防
ぐ
役
割
を
果
し
て
い
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④

る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
以
上
の
但
馬
の
階
層
的
対
抗
を
単
純
化
し
て
図
示
し
た
の
が
図
2
で
あ
る
。
A
段
階
末
期
に
企
て
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
思
想
の
浸
透
が
進
み

　
し
か
も
不
況
な
ど
で
経
済
的
に
行
き
詰
る
と
上
層
に
対
す
る
非
特
権
中
間
層
・
下
層
の
不
満
が
高
ま
り
や
す
く
（
と
り
わ
け
青
年
層
は
敏
感
）
、

　
非
特
権
中
間
層
と
下
層
が
連
携
し
て
上
層
に
対
抗
す
る
B
段
階
に
移
行
す
る
。
B
段
階
に
起
て
は
、
二
四
年
総
選
挙
で
有
力
健
側
の
推
薦
候
補

　
が
破
れ
た
り
、
町
・
村
政
批
判
の
集
会
が
開
か
れ
た
り
し
て
地
方
政
治
の
決
定
は
不
安
定
に
な
る
。
も
し
B
段
階
の
対
抗
を
経
た
後
、
上
層
が

　
あ
く
ま
で
本
来
の
A
段
階
の
形
で
の
政
治
支
配
を
試
み
れ
ば
、
中
間
層
の
上
層
へ
の
反
抗
に
加
え
、
二
〇
年
代
中
期
以
降
か
ら
組
織
的
に
展
開

　
す
る
社
会
主
義
勢
力
の
下
層
民
衆
へ
の
漫
透
も
容
易
に
な
り
、
体
制
は
よ
り
不
安
定
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
比
べ
、
C
段
階
の
よ
う
に
、

　
そ
れ
ま
で
の
非
特
権
中
間
層
の
り
ー
ダ
ー
分
子
が
上
層
と
共
に
地
方
政
治
の
決
定
に
参
加
し
中
間
層
の
意
向
を
反
映
さ
せ
る
一
方
で
、
下
層
の

　
要
望
も
部
分
的
に
反
映
さ
せ
る
体
制
に
移
行
す
る
と
、
社
会
主
義
運
動
の
条
件
は
A
段
階
の
ま
ま
の
体
制
よ
り
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
箸
は
・
二
σ
年
代
前
半
に
禽
的
に
デ
モ
ク
ラ
シ
量
産
が
展
開
し
青
年
党
に
類
す
る
政
治
団
体
も
各
地
に
籏
出
し
た
こ
孕
二
四
年
総

　
選
挙
で
、
そ
の
運
動
を
既
成
政
党
本
位
に
取
り
込
む
形
で
護
憲
三
派
（
既
成
政
党
進
歩
派
）
が
政
友
本
党
（
既
成
政
党
保
守
派
）
に
勝
利
し
た

　
こ
と
等
か
ら
、
二
〇
年
代
後
半
に
は
全
国
的
に
も
C
段
階
的
な
政
治
支
配
が
多
く
な
っ
た
と
の
兇
通
し
を
も
っ
て
い
る
。
さ
て
、
C
段
階
的
な

　
政
治
体
制
が
成
立
し
て
も
、
社
会
矛
盾
は
二
〇
年
代
後
半
の
不
況
の
深
刻
化
で
か
え
っ
て
激
化
し
て
ゆ
く
の
で
、
民
衆
の
意
向
を
十
分
に
受
け

　
と
め
た
形
で
社
会
主
義
運
動
を
設
定
す
れ
ば
、
運
動
が
拡
大
す
る
条
件
は
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
次
節
で
推
定
す
る
よ
う
に
、
二
四
年
総
選
挙

　
の
過
程
を
通
し
て
豊
岡
町
に
も
C
段
階
の
体
制
が
成
立
し
て
お
り
、
　
「
は
じ
め
に
」
で
提
示
し
た
本
稿
の
課
題
を
言
い
か
え
れ
ば
、
こ
う
し
た

　
体
制
成
立
直
後
の
畏
衆
運
動
の
展
開
の
特
色
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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第
三
節
　
豊
岡
町
の
政
治
状
況

ま
ず
豊
岡
町
政
の
方
向
を
基
本
的
に
決
定
し
、
総
選
挙
や
県
議
選
に
猛
て
も
町
の
顔
役
と
し
て
票
集
め
の
要
（
か
な
め
）
で
あ
っ
た
と
思
わ



れ
る
町
幹
部
・
町
会
議
員
の
構
成
か
ら
、
町
の
政
治
的
実
力
者
の
階
層
を
考
え
た
い
。
表
3
・
4
よ
り
、
豊
岡
町
幹
部
及
び
町
議
の
職
業
・
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

層
に
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
表
5
に
あ
げ
た
年
問
所
得
二
〇
〇
〇
円
以
上
の
町
議
六
人
の
う
ち
商
人
は
三
人
、
他
は
資
産
家
・
地
主
等
で
あ
る
。

以
上
よ
り
、
豊
岡
町
に
民
衆
運
動
が
高
揚
し
た
二
五
年
後
半
～
二
七
年
の
時
期
及
び
、
そ
の
前
の
二
〇
年
代
前
半
の
町
幹
部
及
び
町
議
の
出
身

階
層
は
大
商
人
・
大
地
主
・
資
産
家
と
中
小
商
工
業
者
（
中
間
層
）
で
あ
る
と
い
え
る
。
も
っ
と
も
町
議
を
構
成
し
て
い
る
中
小
商
工
業
者
圏

は
全
国
的
に
は
中
間
層
に
分
類
さ
れ
る
が
、
表
5
か
ら
み
て
豊
岡
町
で
は
上
層
に
属
す
る
。

　
こ
の
町
幹
部
・
町
議
の
中
で
、
由
利
町
長
（
在
任
一
八
年
＝
月
二
日
～
二
四
年
九
月
四
日
）
・
佐
川
・
西
村
・
原
・
富
田
・
松
井
・
沢
田
・
吉
谷

町
議
は
、
豊
岡
立
憲
青
年
会
発
足
時
の
幹
部
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
青
年
会
は
一
五
年
総
選
挙
を
前
に
同
年
二
月
に
設
立
さ
れ
「
立
憲
思
想
の
普

1920年代中・後期の地方都市民衆運動（俳藤）

裏3　豊岡町の町長・助役・収入役・町議の職業

　　　　　　　　　　　　　（1921年4月町議改選直後）

町長　由利三左衛門 薬種商 ◎　⑧

助　役伊地智三郎右衛門 農業 △

収入役藤井芳之助 ～

町議　佐川義雄 資産家・地主 △　鈴

〃　　西村常之助 但馬新報発行 ◎　③

〃　　瀬尾利兵衛 呉服商 ◎

ク　　長田芳助 金物商 ◎

〃　　三木宗八 呉服商 △

ク　　辻森之助 薬種商 △

〃　　西垣勘次郎 地主，地価11，998円 ○

〃　　日下部源造 酒造業 ◎

ク　　瀧野彦次郎 資産家・地主 △

〃　　加鹿孫三郎 木材商 ◎

〃　　原　織之助 生糸取扱商 △　㊧

〃　　上杉岩吉 菓子製造業 ◎

ク　　坂井虎之助 株式売買 ◎

〃　　村尾民三 料理屋 ◎

〃　　達富吉之助 酢醸造業 ◎

〃　　富田　登

〃　　今井俊三

〃　　宮島五助

酒造業

　？

株式売買

A　e

A
（備考）　｛1）◎「豊岡町実業名鑑（1935年7月現在）」（『豊

　岡復興史』403～431頁）に名前のあるもの。

（2）○桜井勉『校補但馬考』（1922年）875頁。

（3｝△「北村談」・「本居談」・「本橋談」。

　（4｝　⑧1915年の豊岡立憲青年会幹部。

及
」
や
「
地
方
自
治
の
発
達
」
を
唱
え
、
理
想
選
挙
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

標
榜
す
る
斎
藤
隆
失
を
応
援
し
て
活
躍
し
た
。
つ
ま

り
、
豊
岡
町
幹
部
・
町
議
層
に
は
、
以
前
に
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
運
動
に
関
係
し
た
進
歩
分
子
が
含
ま
れ
て
い

⑧た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
政
治
体
制
と
し
て
は
A
の

段
階
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
す
な
わ
ち
、
先
述
の
よ
う

に
二
〇
年
総
選
挙
で
斎
藤
隆
夫
は
豊
岡
町
の
あ
る
北

但
か
ら
立
候
補
し
、
金
権
輸
入
候
補
と
い
わ
れ
た
政

友
会
候
補
に
敗
れ
、
二
三
年
秋
の
県
議
選
で
も
憲
政

単
側
は
候
補
老
を
た
て
ら
れ
ず
、
政
友
会
系
県
会
組

織
吟
友
会
は
地
盤
割
を
し
て
二
人
を
無
競
争
当
選
さ

　
　
⑨

せ
た
が
、
豊
岡
町
内
で
こ
れ
ら
に
対
抗
す
る
目
立
っ
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表4　1927年豊岡町の町長・助役・収入役・町議の職業

　　　　　　　　　　　　　　　　（1925年4月町議改選

△

　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
⑤

◎
△
◎
◎
◎
◎
◎
△
◎
△
◎
◎
◎
◎
◎
△
　
　
△
◎

農　業

　？

楽器剛力～

柳行李卸商

呉服商

白米・雑穀商

柳行李卸商

銃火薬商

量服商

資産家・地主

酒造業

生糸取扱商

株式売買

柳行李卸商

漂料波打商
柳行李縁装業

料理屋

酢醸造業

元郵便局員

　　？

侭馬飛E新聞発行

旅館業

町　長

助　役

収入役

町　議

伊地智三郎右衛門

島田一二

太田垣時之助

松井増太郎

瀬尾利兵衛

藤原順次郎

池田亀次郎

国蜜秀明

西垣仙之助

瀧野彦次郎

日下部源造

原窟之助

坂井虎之助

岡田信平

三宅直告

村尾民三

達富吉之助

稲森義輝

森垣源三郎

沢田敬三

吉谷吉次

（備考）表3に同じ。

た
動
き
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
由
利
町
長
や
伊
地
智
助
役

（
県
議
も
兼
任
）
は
、
二
〇
年
総
選
挙
前
に
円
山
川
改
修
問

題
で
政
友
会
に
入
っ
て
お
り
、
町
会
も
そ
れ
に
賛
成
し
て
い

　
　
　
　
⑩

た
よ
う
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
、
県
議
選
直
後
の
二
三
年
一
〇
・
一
一
月
頃

よ
り
、
　
「
政
界
革
新
・
普
選
断
行
・
町
政
刷
新
」
等
を
唱
え

た
演
説
会
が
豊
岡
町
有
志
と
兵
庫
県
青
年
党
主
催
で
豊
岡
町

で
も
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
政
友
系
へ
の
批
判

ば
か
り
で
な
く
そ
れ
に
妥
協
的
な
憲
政
会
系
へ
の
叱
責
も
含

　
　
　
⑪

ん
で
い
た
。
こ
の
メ
ン
バ
ー
の
一
部
で
あ
る
高
橋
六
四
郎

（
印
判
彫
刻
販
売
）
・
藤
本
太
一
郎
（
理
髪
店
）
・
村
尾
千
代

　
　
　
　
　
　
⑫

造
（
写
真
師
ヵ
）
等
よ
り
推
定
し
て
、
非
特
権
中
小
商
（
工
）

業
老
の
運
動
と
み
ら
れ
る
。
第
二
次
護
憲
運
動
下
の
二
四
年
総
選
挙
で
は
、
旧
来
の
政
友
派
で
あ
る
政
友
本
党
が
北
但
で
再
び
輸
入
候
補
を
た

て
た
の
に
対
し
、
旧
来
の
政
友
派
内
で
も
批
判
が
強
ま
っ
た
。
憲
政
会
系
や
青
年
団
体
が
若
宮
解
髪
（
中
立
）
を
擁
し
て
運
動
を
始
め
る
と
伊

地
智
県
議
ら
も
若
宮
を
応
援
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
若
宮
は
豊
岡
町
出
身
で
犬
養
毅
の
も
と
で
逓
信
次
官
を
勤
め
た
り
ベ
ラ
ル
な
人
物
で
、
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

想
選
挙
を
唱
え
て
出
馬
し
た
の
で
あ
る
。
選
挙
の
結
果
、
若
宮
が
＝
二
四
二
票
の
差
を
あ
け
て
当
選
し
た
。
こ
の
青
年
団
体
と
は
城
崎
郡
立
憲

青
年
党
で
、
豊
岡
町
で
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
先
の
高
橋
六
四
郎
・
大
橋
儀
三
郎
（
洋
服
店
）
・
原
光
治
（
印
刷
業
）
等
（
正
木
談
）
の
非
特
権
中
小

商
業
者
で
、
兵
庫
県
青
年
党
参
加
者
と
人
的
連
続
を
持
ち
な
が
ら
豊
岡
町
に
拡
大
し
た
ら
し
い
。
こ
れ
ら
青
年
党
と
そ
の
支
援
老
達
の
具
体
的

活
動
、
青
年
党
が
二
四
年
総
選
挙
後
難
〇
年
代
後
半
に
か
け
て
豊
岡
町
内
で
占
め
て
ゆ
く
政
治
的
位
置
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
史
料
的
側
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192G年代中・後期の地方都布民衆運動（伊藤）

約
で
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
し
か
し
筆
者
は
、
野
馬
の
他
郡
の
例
よ
り
類
推
し
て
、
二
四
年
総
選
挙
の
過
程
を
通
し
て
、
豊
岡
町
に

は
旧
来
の
有
力
者
に
加
え
て
、
そ
れ
ま
で
の
非
特
権
中
間
層
の
代
表
も
政
治
的
発
言
を
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
C
段
階
の
体
制
が
形
成
さ
れ
て
い

っ
た
と
推
定
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
一
方
職
工
等
の
下
層
の
町
民
は
、
一
八
年
米
騒
動
・
に
参
加
す
る
な
ど
突
発
的
に
政
治
行
動
を
起
す
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
二
五
年
秋
か
ら
の
但

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

馬
震
災
義
摘
金
問
題
（
後
述
）
ま
で
は
、
独
自
の
政
治
勢
力
と
し
て
の
本
格
的
な
行
動
は
示
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
他
、
震
災
前
の
豊
岡
町
に
は
、
但
馬
出
身
の
学
生
と
、
青
年
党
参
加
老
よ
り
も
若
い
地
元
の
青
年
に
よ
る
但
馬
青
年
学
生
連
盟
や
青
年

団
自
主
化
の
動
き
が
あ
り
、
こ
の
中
よ
り
後
の
豊
岡
町
の
社
会
運
動
の
指
導
分
子
が
成
長
し
て
い
っ
た
。

表5　1927年豊岡町の所得階潜分布と町議・町幹部

年間所得額円
分　布
?　数

町議数
童言
柏

所得階層

ｬ議率
2，000円以上 29人 6人 0人 20．69％

2，000未満～LOOG以上 70 7 0 10．00

1，000　　～　900 21 0 0 0

900　　～　800 15 0 0 0

800　　～　700 30 0 0 0

700　　～　600 42 0 0 0

600　　～　500 71 1 2
1．41

i4．23）

500　　～　40G 133 2 1
1．50

i2．26）

400　　～　300 215 2 0 0．93

300　　～　20G 316 0 0 0

200　　～　100 691 0 0 0

100　　～　　20 704 0 0 0

（備考）（1）　「昭和二年度特別税戸数割賦課表」（「昭和2

　年豊岡町会一件綴」所収）より作成。

　②　町幹部とは町長・助役・収入役を示す。町議率（）

　　は町幹部も入れた割合。

｛・）所鱗層・辮・・募綴・・…

　
ま
ず
二
四
年
初
め
に
、
豊
岡
町
青
年
会
で
は
三
富
亮
一
（
豊
岡
中
学

卒
・
町
議
の
息
子
で
家
業
の
酢
譲
造
の
手
伝
い
）
・
本
橋
文
平
（
家
業

の
建
材
店
の
手
伝
い
）
ら
地
元
青
年
に
よ
り
青
年
会
自
主
化
運
動
が
始

ま
っ
た
。
こ
れ
は
前
年
上
京
し
て
労
働
争
議
な
ど
を
体
験
し
新
し
い
空

気
に
触
れ
た
本
橋
が
、
小
学
校
長
を
会
長
と
す
る
青
年
会
に
も
の
足
ら

な
い
も
の
を
感
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
主
張
は
、
青
年
の
自
由
な
討

議
に
基
づ
い
て
青
年
会
の
活
動
方
針
を
決
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
う

し
て
約
一
二
〇
名
の
豊
岡
町
青
年
会
に
は
、
自
主
化
派
五
・
六
割
と
従

来
通
り
の
官
製
二
三
・
四
割
の
二
つ
の
潮
流
が
で
き
、
度
々
の
議
論
が

行
な
わ
れ
た
。
ま
た
二
四
年
夏
ま
で
に
、
自
主
化
派
の
青
年
の
急
進
分

子
で
社
会
科
学
研
究
会
類
似
の
も
の
が
組
織
さ
れ
、
一
二
・
三
人
の
青

年
（
一
五
・
六
歳
～
二
〇
歳
）
の
参
加
を
得
て
、
但
馬
青
年
学
生
連
盟
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に
属
す
る
社
会
主
義
思
想
の
影
響
を
受
け
た
学
生
の
指
導
な
ど
も
受
け
て
、
社
会
主
義
関
係
の
文
献
を
読
ん
だ
。
本
橋
ら
は
近
隣
の
三
江
・
新

田
・
圃
鶴
野
村
な
ど
に
も
知
人
を
求
め
、
手
跡
結
成
を
勧
め
、
各
村
に
も
数
人
程
度
の
社
研
グ
ル
ー
プ
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
柑
で
青
年
団
自

主
化
運
動
を
進
め
る
中
心
と
な
っ
た
（
本
橋
談
・
伊
原
談
・
本
厨
談
）
。

　
但
馬
青
年
学
生
連
盟
は
、
社
会
主
義
思
想
に
共
鳴
し
た
橋
本
省
三
（
五
高
）
が
、
豊
岡
中
学
の
同
窓
で
あ
る
岡
本
忠
文
（
京
大
医
）
ら
と
二

三
年
後
半
～
二
四
年
前
半
の
問
に
作
っ
た
。
目
的
は
学
生
と
但
馬
の
勤
労
青
年
を
結
び
付
け
る
た
め
、
帰
省
し
た
際
に
啓
蒙
活
動
を
行
う
こ
と

で
あ
っ
た
（
橋
本
談
）
。
　
一
九
一
九
年
頃
よ
り
学
生
達
は
「
ヴ
・
ナ
ロ
ー
ド
」
と
称
し
て
労
働
者
の
中
に
入
り
、
啓
蒙
活
動
や
組
舎
組
織
・
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

争
議
へ
の
協
力
等
を
し
た
こ
と
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
橋
本
達
の
よ
う
に
岡
津
の
青
年
を
啓
蒙
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
当
時
と
し
て
は

特
に
め
ず
ら
し
い
こ
と
で
も
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
但
馬
青
年
学
生
連
盟
の
当
初
の
メ
ン
バ
ー
は
豊
岡
中
学
の
同
窓
関
係
の
学
生
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
二
四
年
七
月
に
は
豊
岡
町
で
連
盟
主

催
の
講
演
会
が
行
な
わ
れ
聴
衆
数
署
名
を
集
め
た
こ
と
よ
り
、
連
盟
は
地
元
に
広
く
名
前
を
知
ら
れ
、
地
元
青
年
（
と
り
わ
け
青
年
会
を
自
主

化
し
よ
う
と
し
て
い
る
青
年
）
と
の
結
び
付
き
も
増
し
、
文
字
通
り
の
青
年
と
学
生
の
連
盟
と
な
っ
た
。
講
演
内
容
は
ト
ル
ス
ト
イ
や
ト
イ
ン

ビ
ー
を
引
用
し
た
穏
健
な
も
の
で
あ
り
、
聴
講
老
も
青
年
の
み
で
な
く
、
年
輩
の
商
店
主
・
職
工
等
多
彩
で
あ
っ
た
。
こ
の
講
演
会
の
後
、
連

盟
は
二
手
に
分
か
れ
て
但
馬
を
遊
説
し
て
廻
っ
た
。
連
盟
に
関
係
し
た
学
生
は
千
種
の
よ
う
に
自
由
主
義
的
な
者
か
ら
橋
本
の
よ
う
に
社
会
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

義
思
想
を
有
す
る
者
ま
で
種
々
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
は
二
五
年
夏
ま
で
は
確
認
で
き
る
。

　
①
た
と
え
ば
豊
岡
町
で
は
二
二
年
に
従
業
員
一
〇
人
以
上
の
工
場
は
黒
困
鉄
工
所
　

⑥
「
昭
和
二
年
度
特
別
税
戸
数
割
賦
課
表
」
（
「
昭
和
二
年
豊
岡
町
会
一
件
綴
」
所

　
（
職
工
一
六
人
）
し
が
な
か
っ
た
（
『
兵
庫
県
統
計
書
』
ニ
ニ
年
度
）
。

②
　
石
田
修
一
「
倶
馬
豊
岡
の
柳
行
李
」
　
『
臼
本
産
業
史
大
系
』
六
巻
参
照
。

③
兵
庫
県
産
業
研
究
所
『
紀
柳
工
業
』
（
五
三
年
）
一
～
二
、
一
七
～
～
九
、
二

　
七
～
二
八
頁
。

④
拙
稿
「
斎
藤
隆
夫
と
但
馬
立
憲
青
年
党
」
（
未
発
袈
）
。

⑤
松
尾
尊
禿
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
一
一
二
一
｝
一
八
頁
。

駁
、
豊
岡
市
役
所
蔵
〔
以
下
市
役
所
文
書
は
特
に
注
記
し
な
い
〕
）
。

⑦
「
神
戸
二
軸
日
報
」
一
五
・
一
・
二
二
二
・
八
ご
・
二
五
二
・
二
八

　
三
・
二
一
。

③
　
た
と
え
ば
、
由
利
町
長
は
開
明
的
で
ス
ポ
ー
ツ
好
き
な
紳
士
で
青
年
に
人
気
が

　
あ
っ
た
（
北
村
談
）
。

⑨
　
「
神
戸
新
聞
」
二
三
・
九
・
一
鷲
～
九
二
｝
四
九
二
一
七
。
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1920年代中・後期の地方都市民衆運動（伊藤）

⑩
「
府
県
会
議
員
選
挙
候
補
者
見
込
調
・
兵
庫
県
」
〔
大
正
八
年
内
務
省
調
査
ヵ

　
1
伊
藤
〕
（
「
道
府
県
会
議
無
党
派
別
調
」
小
橋
　
太
旧
蔵
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館

　
所
蔵
文
書
の
国
会
図
書
館
（
臼
本
）
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
。

⑬
二
八
、
兵
庫
県
青
年
党
・
豊
岡
町
有
志
政
談
大
演
説
会
ビ
ラ
」
二
九
、
兵

庫
県
青
年
党
本
部
雛
四
画
但
馬
遊
説
メ
モ
」
（
「
古
家
実
三
氏
関
係
資
料
」
〔
以
下

　
「
一
（
古
）
」
と
略
す
。
番
号
は
「
吉
家
資
料
」
の
番
号
〕
兵
庫
県
労
働
調
査
窒

蔵
）
。
兵
庫
県
青
年
党
は
、
丹
治
剛
太
郎
ら
に
よ
り
ニ
三
年
ご
月
西
宮
・
神
戸
を

　
中
心
に
設
立
さ
れ
、
園
家
の
進
農
を
図
る
た
め
に
、
普
選
・
女
子
参
政
権
・
国
罠

　
生
活
の
安
定
等
を
政
綱
と
し
て
い
た
（
「
六
、
兵
庫
県
青
年
党
輩
言
・
政
綱
（
古
）
」
）
。

⑫
「
二
〇
、
兵
庫
鼠
膏
割
田
但
馬
支
部
人
名
表
（
古
と
「
正
木
談
」
・
「
本
居
談
」
、

　
正
木
は
出
石
郡
立
憲
青
年
党
の
リ
ー
ダ
…
の
一
入
。

⑬
「
神
戸
新
聞
」
二
四
．
颯
．
二
四
・
一
〇
五
・
四
五
・
八
五
・
九
。

⑭
　
豊
岡
町
の
米
騒
動
の
参
加
者
は
杞
椥
関
係
職
工
・
大
工
・
左
官
等
の
下
層
町
罠

　
で
あ
っ
た
（
本
橋
談
・
本
居
談
）
。
他
に
「
米
騒
動
」
　
（
『
目
で
見
る
嶽
岡
の
明
治

　
百
年
史
類
）
、
井
上
清
．
渡
都
三
編
『
米
騒
動
の
研
究
』
第
三
巻
四
九
－
五
〇
頁
。

⑮
「
革
新
を
め
ざ
す
動
き
」
（
『
目
で
見
る
豊
岡
の
明
治
百
年
史
』
）
に
は
、
二
三

　
年
山
○
月
に
杞
柳
職
工
が
一
四
〇
三
間
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
な
っ
た
と
の
記
述
が

　
あ
る
が
、
史
料
的
に
確
認
で
き
な
い
。
小
規
模
の
期
間
の
短
い
争
議
の
可
能
性
は

　
否
定
で
き
な
い
と
し
て
も
、
二
三
年
段
階
の
豊
岡
町
に
長
期
の
争
議
を
戦
う
無
産

　
勢
力
の
存
在
は
疑
わ
し
い
。

⑯
　
菊
用
忠
雄
『
学
生
社
会
運
動
史
』
｝
○
八
i
一
一
〇
頁
。

⑰
　
　
「
本
橋
談
」
．
「
橋
本
談
」
・
「
伊
原
談
」
・
「
松
本
談
」
・
「
千
種
談
」
。

　
　
蓑
6
　
但
馬
重
三
学
生
連
盟
の
主
な
学
生
メ
ン
バ
ー

名
　
前

千
種
　
達
夫

岡
本
猪
之
助

内
垣
　
安
造

橋
本
省
三

松
本
惣
一
郎

（所

l
年
末
）
出
身
些

早
大
．
朝
来
郡

京
大
・
養
安
町

京
大
．
豊
岡
町

京
大
（
法
）
．
豊
岡
町

五
二
．
出
石
町

名
　
前

水岡福永國
窟本富井谷

正忠正哲要
旨文夫二造

（所

l
年
末
）
出
身
地

東
大
（
法
）
・
娼
石
郡

京
大
・
出
石
郡

早
大
・
豊
岡
町

京
大
（
医
）
・
豊
岡
町

姫
高
・
豊
岡
町

第
二
章
　
但
馬
震
災
と
罹
災
民
会

第
一
節
　
罹
災
民
会
と
復
興
同
盟
会

青
年
学
生
連
盟
は
、
他
に
熊
本
青
年
学
生
連
盟
（
五
高
生
中
心
）
が
あ
り
、
鹿
児

島
（
七
高
生
中
心
）
・
筑
後
等
に
も
あ
っ
た
。
熊
本
青
年
学
生
連
盟
は
、
二
五
年

一
二
月
中
解
散
の
辞
を
出
し
て
、
啓
蒙
活
動
よ
り
手
を
引
き
熊
本
市
電
争
議
の
支

援
な
ど
の
実
践
活
動
に
入
っ
て
い
っ
た
（
松
本
談
）
。

二
五
年
五
月
二
三
日
、
城
崎
郡
港
村
地
方
を
震
央
と
す
る
大
地
震
が
催
馬
北
部
を
お
そ
い
、
豊
岡
町
で
も
死
老
七
四
名
、
家
屋
の
焼
失
倒
壊

一
三
〇
〇
戸
余
・
半
覆
損
茎
町
に
亙
り
・
町
の
中
心
街
は
焦
土
と
化
し
た
・
こ
れ
が
但
馬
震
災
で
あ
如
・

震
災
後
、
兵
庫
県
や
各
新
聞
社
等
に
よ
り
特
掲
金
晶
の
募
集
が
行
な
わ
れ
、
各
罹
災
町
村
へ
直
接
送
ら
れ
た
も
の
以
外
に
、
総
計
二
二
六
万
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九
〇
一
七
円
の
義
掲
金
が
集
ま
っ
た
。
こ
れ
は
県
知
事
を
貴
任
老
と
す
る
兵
庫
県
救
援
本
部
の
管
理
と
な
り
①
震
災
直
後
の
炊
出
し
・
負
傷
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

当
・
衣
服
等
の
救
急
費
②
罹
災
民
へ
の
直
接
現
金
交
付
③
震
災
復
興
公
共
事
業
等
に
支
出
さ
れ
て
ゆ
く
。

　
豊
岡
町
で
は
、
県
救
援
本
部
よ
り
第
二
回
目
の
嘉
言
金
分
配
計
画
の
提
示
が
予
想
さ
れ
る
二
五
年
九
月
半
ば
か
ら
罹
災
民
の
集
団
的
な
動
き

が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
少
く
と
も
九
月
末
ま
で
に
、
下
層
町
民
を
背
景
に
す
る
罹
災
民
会
と
中
間
層
罹
災
者
を
背
景
と
す
る
豊

岡
町
復
興
同
盟
会
が
組
織
さ
れ
、
県
や
豊
岡
町
の
義
摘
金
分
配
や
復
興
計
颪
を
め
ぐ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
要
望
を
提
示
し
活
動
を
行
う
よ
う
に
な

・
や
以
下
・
羅
災
民
会
と
復
興
同
盟
会
の
比
較
を
中
心
に
・
そ
の
特
色
を
考
察
し
た
い
・

　
基
盤
と
す
る
階
層
と
勢
力
　
罹
災
民
会
の
構
成
員
の
主
な
職
業
は
、
麗
筆
関
係
職
工
・
大
工
・
左
官
・
旦
羅
労
働
者
等
で
（
本
橋
談
）
、
下
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
町
営
で
あ
る
と
い
え
る
。
復
興
同
盟
会
の
ほ
う
は
、
商
店
主
が
多
か
っ
た
（
本
居
談
）
。
い
ず
れ
も
震
災
後
三
・
四
ケ
月
た
っ
て
も
資
金
や
信

用
が
不
足
す
る
た
め
自
力
の
生
活
復
興
が
困
難
で
バ
ラ
ッ
ク
生
活
を
続
け
て
い
る
下
層
町
民
（
職
工
・
職
人
）
や
、
中
間
層
の
下
層
町
民
（
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

商
店
主
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
勢
力
は
、
罹
災
民
会
が
「
四
酉
数
十
名
の
バ
ラ
ッ
ク
貧
困
老
の
調
印
を
集
め
」
た
と
あ
り
、
復
興
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

盟
会
も
町
民
大
会
で
「
聴
衆
約
五
百
」
で
あ
る
の
が
目
安
と
な
る
。

　
指
導
者
層
　
罹
災
民
会
の
執
行
部
は
、
会
長
田
中
真
雄
（
退
役
陸
軍
大
尉
、
当
時
四
〇
田
代
）
・
幹
事
足
立
長
太
郎
（
大
工
請
負
、
当
時
四
〇

歳
代
）
ら
と
各
地
区
の
罹
災
民
代
表
と
、
第
一
盲
嚢
三
節
で
述
べ
た
豊
岡
町
の
社
会
主
義
青
年
・
学
生
グ
ル
ー
プ
の
な
か
の
数
人
の
者
で
作
ら

れ
た
。
こ
の
社
会
主
義
青
年
・
学
生
グ
ル
ー
プ
は
罹
災
民
会
の
組
織
準
備
過
程
よ
り
干
与
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
学
生
の
大
部
分
は
ま
も
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

但
馬
の
運
動
か
ら
手
を
引
い
て
い
っ
た
（
本
橋
談
．
本
居
談
）
。
ま
た
本
橋
ら
は
神
戸
の
労
働
運
動
家
に
も
応
援
を
頼
み
、
久
留
弘
三
（
神
戸
一

般
労
働
組
合
）
・
古
家
実
三
（
神
戸
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
ユ
ニ
オ
ン
）
ら
が
応
援
演
説
な
ど
に
き
た
（
本
橋
談
）
。
二
六
年
初
め
に
は
再
建
途
上
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

本
共
産
党
の
神
戸
細
胞
も
罹
災
重
富
の
活
動
に
注
目
し
て
お
り
、
三
宅
右
市
を
派
遣
し
た
り
し
た
。
こ
の
よ
う
に
罹
災
民
会
中
に
は
社
会
主
義

勢
力
（
と
り
わ
け
地
元
の
社
会
主
義
青
年
グ
ル
ー
プ
）
の
影
響
が
あ
る
が
、
二
六
年
半
ば
ま
で
は
地
元
の
社
会
主
義
青
年
グ
ル
ー
プ
は
罹
災
民

会
を
必
ず
し
も
十
分
に
掌
握
し
て
い
た
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
そ
の
頃
ま
で
罹
災
民
会
は
、
県
・
町
当
局
へ
の
陳
情
の
他
、
偉
馬
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1920年代中・後期の地：方都市民衆運動（伊藤）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

選
出
県
議
・
神
戸
在
住
の
但
馬
会
・
今
井
嘉
幸
・
野
田
文
一
郎
等
種
々
の
団
体
・
個
人
に
支
援
を
求
め
て
い
る
が
、
本
橋
ら
は
そ
う
し
た
事
実

を
知
ら
な
か
っ
た
（
本
橋
談
）
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
復
興
同
盟
会
の
指
導
者
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
藤
本
太
一
郎
（
理
髪
店
、
当
時
五
〇
歳
位
）
だ
け
は
確
認
で
き
る
。
留
意
す
べ
き
は
第

一
章
第
三
節
で
示
し
た
よ
う
に
、
藤
本
が
兵
庫
県
青
年
党
の
党
員
で
あ
り
、
復
興
同
盟
会
の
指
導
者
や
参
加
老
に
非
特
権
中
間
層
を
基
盤
と
し

た
と
思
わ
れ
る
兵
庫
県
青
年
党
や
城
崎
郡
立
憲
青
年
党
の
指
導
老
や
支
援
老
と
重
な
る
面
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
行
政
当
局
へ
の
要
求
と
批
判
　
二
五
年
九
月
一
八
日
県
救
援
本
部
か
ら
提
示
さ
れ
た
第
二
回
義
古
金
分
配
計
画
で
は
、
差
当
り
必
要
と
認
め

る
約
五
〇
万
円
を
、
三
分
の
一
は
罹
災
者
に
直
接
分
配
す
る
が
、
残
り
三
分
の
二
は
公
設
住
宅
・
廉
売
資
金
・
浴
場
資
金
・
託
児
所
資
金
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

公
共
事
業
に
充
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
個
人
分
配
額
は
一
戸
当
り
三
〇
円
形
至
心
〇
医
事
に
し
か
な
ら
な
か
っ
た
。

　
罹
災
民
側
の
要
求
は
、
罹
災
民
会
・
復
興
同
盟
会
い
ず
れ
も
義
掴
金
の
個
人
分
配
額
の
増
大
で
あ
っ
た
。
し
か
し
罹
災
民
会
が
個
人
分
配
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
増
大
の
た
め
右
の
公
共
事
業
を
不
要
、
と
し
た
の
に
比
し
、
復
興
同
盟
国
は
個
人
分
配
を
三
分
の
二
と
限
定
し
、
公
設
住
宅
資
金
を
不
必
要
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

せ
ず
、
町
民
大
会
で
も
住
宅
問
題
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
つ
ま
り
罹
災
民
会
よ
り
も
少
し
上
層
の
階
層
を
基
盤
と
す
る
復
興

同
盟
会
で
は
、
当
座
の
生
活
の
た
め
に
個
人
分
配
の
増
大
を
最
重
要
視
す
る
罹
災
民
会
と
異
り
、
臼
常
生
活
へ
の
復
帰
の
た
め
に
住
宅
問
題
も

重
要
視
し
た
の
で
あ
る
。

　
逆
に
み
れ
ば
、
復
興
同
盟
会
は
住
宅
建
築
の
み
を
重
視
す
る
団
体
で
行
政
当
局
に
も
妥
協
的
で
、
復
興
資
金
で
家
を
建
て
る
こ
と
が
可
能
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

な
っ
て
消
減
し
て
し
ま
っ
た
（
本
居
談
）
。
政
府
貸
付
の
住
宅
低
利
資
金
の
豊
岡
町
組
合
申
込
は
二
五
年
一
二
月
に
終
了
し
、
町
会
で
も
二
六
年

二
月
に
公
営
住
宅
建
築
予
算
が
決
ま
っ
た
（
後
述
）
。
そ
れ
以
降
復
興
同
盟
会
の
活
動
の
形
跡
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
よ
り
、
同
県
は
二
五
年
末

～
二
六
年
初
め
で
活
動
を
停
止
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
一
方
、
罹
災
民
会
は
積
極
的
に
行
政
当
局
を
批
判
す
る
姿
勢
が
あ
り
、
　
「
豊
岡
町
役
場
へ
二
百
室
名
の
町
民
が
押
掛
け
」
る
よ
う
な
行
動
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

な
っ
て
現
わ
れ
た
。
義
繋
金
個
入
分
配
噌
大
要
求
以
外
で
は
、
義
掲
金
分
配
の
基
準
へ
の
不
満
や
、
二
名
の
町
会
議
員
が
自
分
の
住
宅
破
壊
を

79　（753）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

過
大
に
申
告
し
て
義
掲
金
品
を
詐
取
し
た
と
の
告
発
、
復
興
事
業
の
会
計
の
不
明
朗
に
対
す
る
詰
問
等
、
有
力
者
の
不
正
へ
の
疑
惑
が
提
起
さ

れ
た
。

80　（754）

　
さ
て
、
社
会
主
義
青
年
グ
ル
ー
プ
は
罹
災
民
会
の
支
援
と
い
う
実
践
活
動
に
入
る
一
方
、
第
一
章
第
三
節
で
述
べ
た
青
年
会
の
自
主
化
運
動

で
も
自
主
化
反
対
派
を
説
得
し
、
二
六
年
一
月
町
当
局
に
一
方
的
に
通
告
し
て
、
達
富
亮
一
を
団
長
と
す
る
豊
岡
町
青
年
団
（
自
主
青
年
団
）

　
　
　
⑲

を
作
っ
た
（
正
式
名
称
は
青
年
会
だ
が
当
時
青
年
達
に
こ
う
呼
ば
れ
て
い
た
）
。
そ
の
後
ま
も
な
く
斜
影
グ
ル
ー
プ
の
で
き
て
い
た
近
隣
の
三

江
・
新
田
・
田
鶴
野
村
の
青
年
団
も
自
主
化
さ
れ
た
（
本
橋
談
）
。

　
但
馬
青
年
学
生
連
盟
の
性
格
も
こ
の
頃
よ
り
変
わ
り
だ
し
た
。
二
五
年
末
に
は
翌
年
一
月
の
京
都
学
連
事
件
の
前
ぶ
れ
と
し
て
京
大
生
・
同

大
生
が
警
察
の
取
調
を
受
け
た
が
、
そ
の
中
に
但
馬
青
年
学
生
連
盟
に
も
属
し
て
い
る
岡
本
忠
文
も
い
た
。
そ
の
た
め
「
〔
但
馬
青
年
学
生
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

盟
〕
加
入
者
の
上
に
も
事
件
が
及
び
は
せ
ぬ
か
と
一
般
に
不
安
が
ら
れ
て
い
る
」
と
新
聞
記
事
に
載
る
よ
う
な
中
で
、
自
由
主
義
的
学
生
や
青

年
は
青
年
学
生
連
盟
よ
り
離
れ
て
い
っ
た
ら
し
い
。
社
会
主
義
思
想
を
有
す
る
学
生
も
、
二
五
年
末
か
ら
本
格
化
す
る
学
生
運
動
弾
圧
へ
の
対

策
に
追
わ
れ
、
但
馬
の
運
動
に
手
が
廻
ら
な
く
な
っ
て
い
た
（
橋
本
談
・
松
本
談
）
。
し
た
が
っ
て
青
年
学
生
連
盟
に
は
、
豊
岡
町
を
中
心
と
し

て
社
会
科
学
研
究
会
を
行
う
地
元
の
社
会
主
義
青
年
の
み
残
り
、
二
六
年
頃
よ
り
、
但
馬
青
年
学
生
連
盟
は
、
そ
う
し
た
グ
ル
ー
プ
の
名
称
と

し
憂
わ
れ
る
よ
う
に
な
・
た
ら
し
晦
・

第
二
節
　
豊
岡
町
の
復
興
路
線

　
豊
岡
町
の
復
興
事
業
は
、
政
府
よ
り
の
無
利
息
借
入
金
や
義
壷
金
な
ど
を
主
要
な
財
源
と
し
て
実
行
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
個
々
の
事
実
に

　
　
　
　
⑳

は
ふ
れ
な
い
。

　
豊
岡
町
の
復
興
路
線
は
、
二
六
年
二
月
二
三
日
の
町
会
に
お
け
る
伊
地
智
三
郎
右
衛
門
町
長
（
在
任
二
四
年
＝
一
月
一
九
日
～
三
〇
年
三
月
一
〇



1920年代中・後期の地方都市民衆運動（伊藤）

日
）
の
発
言
に
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
特
色
は
①
「
挙
町
一
致
」
を
説
き
、
「
斯
か
る
未
曾
有
の
大
事
変
に
当
り
て
利
害
関
係
の
為
に
往
々
正

鴻
を
失
し
不
測
の
反
抗
を
為
す
も
の
あ
る
は
華
墨
観
念
の
欠
如
せ
る
も
の
で
採
る
に
足
ら
ざ
る
者
で
あ
る
」
と
、
暗
に
罹
災
民
会
の
活
動
を
強

く
は
ね
付
け
る
姿
勢
を
示
し
た
こ
と
②
日
本
全
体
に
不
況
風
が
漂
う
な
か
で
と
り
わ
け
震
災
の
た
め
に
「
猛
烈
な
る
経
済
凱
磯
」
に
苦
し
む
豊

岡
町
の
復
興
を
は
か
る
具
体
的
手
段
と
し
て
「
先
つ
都
市
生
長
発
達
の
要
件
た
る
産
業
交
通
運
輸
に
力
を
尽
す
べ
く
主
と
し
て
道
路
計
画
を
樹

立
し
て
市
街
の
体
裁
を
整
へ
物
資
集
散
の
勢
ひ
を
助
長
」
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
「
道
路
成
っ
て
而
し
て
住
宅
も
商
店
も
安
定
し
髪
に
漸
次
経
済

の
復
興
を
図
る
こ
と
」
が
で
き
る
と
、
道
路
整
備
等
の
大
規
模
な
公
共
事
業
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
方
針
に
町
会
で
は
批
判
的

　
　
　
　
　
　
　
⑳

な
意
見
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
二
九
年
初
め
ま
で
に
こ
の
方
向
で
、
道
路
費
等
の
土
木
費
総
額
四
一
万
九
三
三
円
・
公
営
住
宅
建
築
費
（
二
五

年
～
二
七
年
に
竣
成
）
二
六
万
，
一
〇
〇
〇
円
・
「
シ
ビ
ッ
ク
セ
ソ
タ
！
」
設
定
費
（
二
六
年
竣
成
）
九
万
九
九
三
二
円
・
町
役
場
建
築
主
（
二
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

年
竣
成
）
九
万
一
＝
四
九
差
等
の
公
共
事
業
が
実
行
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
二
二
年
の
豊
岡
町
予
鋒
総
額
一
三
万
九
三
一
五
円
と
比
較
す
る

と
地
方
都
市
と
し
て
き
わ
め
て
旙
大
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
こ
の
計
画
は
、
山
県
兵
庫
県
知
事
の
「
こ
ん
な
際
こ
れ
位
の
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

画
を
立
て
」
実
行
せ
な
け
れ
ば
都
市
の
区
画
は
た
つ
も
の
で
な
い
」
と
の
発
言
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
兵
庫
県
の
支
持
を
得
て
い
た
。

　
以
上
の
公
共
事
業
重
視
の
復
興
路
線
は
、
表
4
・
5
で
み
て
き
た
よ
う
な
町
会
を
構
成
す
る
大
商
人
・
資
産
家
や
中
間
層
の
上
層
に
属
す
る

商
工
業
者
の
意
向
の
反
映
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
町
会
に
代
表
を
も
た
ぬ
復
興
同
盟
会
に
集
ま
っ
た
よ
う
な
小
商
人
層
も
、
町
の
商
工
業

の
発
展
に
は
原
則
的
に
異
論
が
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
主
に
中
間
層
の
下
層
を
対
象
に
し
た
多
額
の
公
営
住
宅
建
築
費
の
配
慮
（
復
興
事
業
費
中

二
位
）
は
、
小
商
人
層
の
合
意
を
促
進
し
た
と
思
わ
れ
る
。
復
興
岡
盟
会
の
早
期
消
滅
は
そ
の
傍
証
と
な
る
。
つ
ま
り
、
豊
岡
町
の
復
興
路
線
は

中
間
層
以
上
の
合
意
を
得
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
さ
て
、
先
述
の
第
二
回
義
黒
金
分
配
は
豊
岡
町
で
は
二
五
年
＝
一
月
二
九
日
半
行
な
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

そ
の
際
、
一
〇
月
段
階
の
案
で
あ
る
所
得
・
資
産
を
考
慮
し
な
い
分
配
方
法
（
全
焼
一
戸
当
り
三
〇
円
～
五
〇
円
と
な
る
）
は
修
正
さ
れ
、
　
「
全

潰
老
は
二
五
年
度
直
接
県
税
一
五
円
以
上
半
焼
半
潰
は
二
二
円
以
上
収
め
る
者
に
は
配
給
せ
ず
」
等
と
下
層
町
民
に
個
人
分
配
が
多
く
な
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

う
に
な
っ
た
　
．
（
大
体
の
見
込
億
全
焼
コ
ニ
○
円
」
全
潰
九
〇
円
と
い
う
）
。
こ
れ
は
罹
災
民
会
運
動
の
成
果
と
い
え
る
。
し
か
し
義
据
金
三
分

81 （755）



の
一
個
人
分
配
の
原
則
は
く
ず
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
そ
の
分
配
額
は
下
層
町
民
の
罹
災
老
の
生
活
復
興
に
十
分
で
な
く
、
震
災
後
一
年
た
っ
た
二
六
年
五
月
段
階
で
も
、
　
「
罹
災
民
中
の
下
層
階

級
約
七
百
名
は
今
猶
惨
澹
た
る
生
活
状
態
に
あ
り
困
苦
窮
乏
に
苦
し
ん
で
い
る
」
状
況
で
、
そ
れ
は
「
鰻
掴
金
の
大
部
分
は
町
理
事
者
及
び
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

会
等
の
策
動
に
よ
っ
て
斯
う
し
た
個
人
的
困
窮
者
に
分
配
せ
ら
れ
ず
新
規
事
業
費
に
多
く
を
振
当
ら
れ
て
い
る
」
と
、
復
興
事
業
へ
の
批
判
と

な
っ
て
い
っ
た
。

82　（756）

第
三
節
　
労
農
党
但
馬
支
部
の
結
成

　
兵
庫
県
で
は
二
六
年
三
月
に
労
農
党
神
戸
支
部
が
創
立
さ
れ
て
お
り
、
再
建
途
上
の
日
本
共
産
党
細
胞
は
罹
災
民
会
の
活
動
の
あ
る
但
馬
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

も
労
農
党
支
部
を
作
ろ
う
と
し
、
三
宅
右
市
を
派
遣
し
裏
工
作
を
進
め
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
罹
災
民
会
の
運
動
を
進
め
て
い
た
メ
ン
バ
；
が

中
心
に
な
っ
て
、
二
六
年
七
月
二
八
日
労
働
農
民
党
但
馬
支
部
が
結
成
さ
れ
、
八
○
○
名
も
の
聴
衆
を
集
め
て
発
会
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

　
支
部
長
は
田
中
真
雄
（
躍
災
民
会
会
長
）
・
組
織
部
長
に
は
社
会
主
義
青
年
グ
ル
ー
プ
（
但
馬
去
年
学
生
連
盟
）
の
本
橋
文
平
が
な
っ
た
。

但
馬
支
部
の
党
員
の
所
属
し
て
い
る
団
体
は
①
罹
災
民
会
②
但
馬
青
年
学
生
連
盟
③
豊
岡
町
青
年
団
④
豊
岡
縁
装
労
働
組
合
（
柳
行
李
の
縁
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

け
職
工
の
組
合
）
等
で
あ
り
、
②
・
⑧
・
④
は
人
的
な
重
複
が
多
か
っ
た
。
記
録
上
の
党
員
数
は
党
費
を
納
入
し
た
正
式
な
も
の
が
五
〇
名
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

そ
の
他
を
入
れ
て
も
最
大
限
一
〇
二
名
で
あ
る
。

　
労
農
党
但
馬
支
部
の
主
要
メ
ン
バ
ー
は
、
労
農
党
の
機
関
紙
で
あ
る
　
「
労
働
農
民
新
聞
」
と
と
も
に
、
　
「
無
産
者
新
聞
」
も
読
ん
で
い
た

（
本
橋
談
）
の
で
、
　
「
無
産
者
新
聞
」
　
へ
の
豊
岡
支
局
扱
の
資
金
カ
ン
バ
に
応
じ
た
人
物
名
か
ら
労
農
党
但
馬
支
部
の
基
盤
を
推
定
し
た
い
。
表

7
の
よ
う
に
、
現
在
判
明
す
る
者
で
は
、
年
齢
二
五
歳
迄
が
二
五
人
中
二
一
人
（
八
四
％
）
・
職
業
は
柳
行
李
関
係
の
職
工
が
二
四
人
中
コ
ニ

人
〔
一
人
は
自
営
〕
　
（
五
四
・
二
％
）
と
、
青
少
年
の
柳
行
李
関
係
の
職
工
が
主
要
な
基
盤
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
尚
、
罹
災
民
会
の
一
般
会
員
（
先
の
②
・
③
に
属
さ
な
い
）
の
労
農
党
へ
の
入
党
は
、
青
年
層
の
よ
う
に
社
会
主
義
思
想
を
も
っ
て
の
入
党
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表7　「無産者新聞」豊岡支局扱資金カンパ者名（「無産者新聞」1927・5・17）

名 前

佐藤夜美子

高木勝男

中川　　誠

達當亮一

中村　　実

足立長太郎

荒田　仙一

浅田　　鉱

福富　政夫

中村　武治

池口　良一

木築喜代一

斎藤秀失〔雄〕

安田　武治

鉄　　二郎

腐木喜義

熊野善太郎

上田　政一

年　齢
（推定含）

P
．

22　歳

22・3

23

21・2

40代中

20

40代中

23

22・3

19

20

20

19

P
p

P
，

21・2

22

職業その他

P
，

地霊（実家）

縁装労働者

酢製造（実家）

柳行李あみ

大工請負
（罹災民会）

柳行李あみ

　　　～
（羅災民会）

早大生
（実家は呉服店）

縁装労働者

二二二二

建材店（実家）

　　ぷずっく製造加工

♪
．

　　　？

御行李あみ
（自営）

砂利採取労働者

下駄製造職人

名 前

三宅　キシ

桝田　彦二

大逸慮次

野沢花子

宮井判〔国〕造

田中　真雄

大話　仲一

森　　芳雄

戸出　源治

岩本　政一

秋山　窟蔵

大逸　慶次〔治〕

井戸鉄次郎

山本　繁蔵

真野一松

荒田　鉄造

山中　寒造

（鮭馨）

23

7
．

P
噛

，
噛

50　位

40代中

21　位

♪
．

，
，

22　位：

19

20　位

22

P
，

♪
唖

20　｛立

25　位

職業その他

P
．

異装労働者

♪
■

　　　？

建材職人
（罹災民会）

軍人恩給
（罹災民会）

柳行李あみ

♪
，

♪
．

銀行員

縁装労働者

柳行季あみ

7
。

柳行李あみ

り
噛

柳行李あみ

柳行李あみ

（備考）（1）年齢と職業は「本橋談」・「本居談」。

②　＊「ずっく」とは柳行李の縁にまく布のことである。

｛3｝本橋文平・本居誠一等急進分子の名がない理由は不明。

　
こ
れ
は
第
一
に
罹
災
民
会
運
動
の
な
か

で
政
治
的
自
覚
を
も
っ
た
職
人
・
職
工
等

の
下
層
町
民
が
集
ま
っ
た
為
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
労
農
党
但
馬
支
部
の
発
会
式
に

八
○
○
人
（
多
少
の
誇
張
は
あ
ろ
う
が
）

も
の
参
集
老
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
強
固
な

労
働
組
合
や
農
民
組
合
も
な
い
地
域
の
人

口
一
万
一
〇
〇
〇
人
程
度
の
町
と
し
て
は

注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　
以
上
よ
り
、
労
農
党
但
馬
支
部
は
、
二

四
年
よ
り
形
成
が
始
ま
っ
た
地
元
の
社
会

主
義
青
年
グ
ル
ー
プ
（
柳
行
李
関
係
労
働

者
が
多
い
）
と
、
罹
災
民
会
運
動
の
中
で

政
治
へ
の
批
判
を
強
め
た
一
こ
口
下
層
町

民
に
よ
り
作
ら
れ
た
と
い
え
る
。

と
は
異
な
り
、
思
想
上
と
い
う
よ
り
義
損

金
な
ど
の
震
災
復
興
問
題
に
つ
い
て
、
唯

一
の
戦
え
る
政
党
と
し
て
労
農
党
に
期
待

し
た
か
ら
で
あ
る
（
本
橋
談
）
。
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当
時
の
豊
岡
町
民
の
間
に
は
、
官
憲
に
対
す
る
潜
在
的
で
素
朴
な
反
感
を
満
足
さ
せ
る
た
め
、
好
ん
で
演
説
会
へ
ゆ
く
風
潮
も
あ
っ
た
。

　
第
二
に
、
先
述
の
二
六
年
一
月
に
自
主
化
さ
れ
た
豊
岡
町
青
年
団
や
ほ
ぼ
同
時
に
自
主
化
さ
れ
た
近
隣
三
村
の
青
年
団
に
所
属
す
る
青
年
の

参
加
が
考
え
ら
れ
る
。

　
以
下
、
青
年
団
と
労
農
党
支
部
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

　
労
農
党
但
馬
支
部
と
豊
岡
町
青
年
団
は
、
団
長
の
達
書
亮
一
・
常
任
委
員
の
本
橋
文
平
・
伊
原
演
次
・
斎
藤
秀
雄
等
が
労
農
党
に
入
党
し
て

お
り
、
そ
の
幹
部
を
重
複
し
て
有
す
る
関
係
に
あ
っ
た
（
本
橋
談
）
。
達
富
団
長
の
労
農
党
加
入
に
関
し
て
は
、
達
富
の
父
が
晦
会
議
員
（
憲
政

会
系
）
で
あ
っ
た
こ
と
も
重
な
り
、
町
の
有
力
者
の
問
で
か
な
り
動
揺
が
生
じ
た
。
町
会
議
員
の
何
人
か
は
詳
言
の
家
を
連
日
訪
問
し
て
達
富

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

団
長
を
労
農
党
か
ら
脱
党
さ
せ
よ
う
と
し
、
青
年
団
の
一
部
に
も
団
長
の
労
農
党
加
入
に
反
対
し
て
除
名
を
主
張
す
る
者
も
い
た
。
し
か
し
青

年
団
の
委
員
七
酒
中
六
名
を
達
富
派
で
占
め
て
お
り
、
達
富
は
脱
党
す
る
こ
と
な
く
団
長
を
続
け
た
（
本
橋
談
）
。
こ
の
時
期
の
青
年
団
内
で
の

古
着
派
の
優
勢
を
示
す
例
と
し
て
、
第
七
回
青
年
擬
国
会
（
神
戸
新
聞
社
主
催
）
の
城
崎
郡
代
表
者
を
決
め
る
二
六
年
秋
の
選
挙
戦
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
は
当
初
、
豊
岡
町
青
年
団
理
事
渡
辺
五
郎
（
委
員
中
で
達
富
団
長
の
労
農
党
加
入
に
批
判
的
な
人
物
）
が
立
候
補
し

て
い
た
が
、
豊
岡
町
青
年
団
斎
藤
英
〔
本
名
は
秀
雄
で
達
富
農
〕
の
出
馬
が
実
際
化
し
た
の
で
、
渡
辺
は
「
同
氏
の
た
め
い
さ
ぎ
よ
く
藪
に
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

候
補
を
断
念
し
て
同
氏
の
参
謀
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」
。
こ
の
結
果
は
、
城
崎
郡
（
定
員
一
）
に
於
て
、
斎
藤
秀
雄
く
七
二
三
票
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

が
次
点
の
堂
垣
密
夫
（
七
二
票
）
に
大
差
を
あ
け
て
当
選
し
た
。

　
労
農
党
員
で
あ
る
青
年
団
幹
部
の
主
張
を
二
六
年
秋
の
第
一
回
兵
庫
県
青
年
議
会
（
神
戸
又
新
日
報
社
主
催
）
に
立
候
補
し
た
本
橋
文
平
・

伊
原
演
次
の
贅
に
よ
り
み
る
こ
と
が
で
き
勧
・
本
橋
の
政
見
を
例
に
と
る
と
①
籍
作
権
の
確
立
②
婆
維
持
法
．
争
議
調
停
法
の
撤
廃
③

無
論
・
結
社
・
出
版
・
集
会
の
自
由
の
確
立
④
教
育
機
関
の
解
放
⑤
税
綱
の
改
革
⑥
青
年
訓
練
所
・
公
娼
欄
度
の
廃
止
⑦
阪
神
国
道
問
題
⑧
普

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

通
選
挙
の
徹
底
を
出
し
て
お
り
、
こ
れ
は
基
本
的
に
労
農
党
の
主
張
と
同
じ
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
時
期
の
豊
岡
町
青
年
団
の
活
動
で
注
渇
す
べ
き
は
青
年
訓
練
所
反
対
の
動
き
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
青
年
訓
練
所
は
、
軍
事
教
練

84 （75S）
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の
強
化
を
意
図
し
た
軍
部
が
実
業
補
習
教
育
の
充
実
を
考
え
て
い
た
文
部
省
を
動
か
し
て
設
立
し
た
も
の
で
、
主
な
対
象
は
小
事
後
徴
兵
検
査

前
の
青
少
年
で
、
二
六
年
四
月
に
勅
令
が
公
布
さ
れ
、
七
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
。

　
豊
岡
・
町
立
青
年
訓
練
所
も
二
六
年
七
月
一
日
設
立
さ
れ
七
月
一
〇
日
よ
り
開
所
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
後
ニ
ケ
月
の
状
況
は
「
現
在
同
町
で

訓
練
を
漉
く
べ
き
青
年
三
百
七
・
八
十
名
東
も
あ
る
に
拘
ら
ず
入
所
者
は
僅
に
八
十
名
に
過
ぎ
ず
、
而
も
日
曜
の
教
練
日
の
出
席
者
の
如
き
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

四
十
名
に
及
ば
ぬ
不
成
績
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
青
年
酬
練
所
開
所
に
先
立
ち
、
豊
岡
町
青
年
団
の
方
針
と
し
て
青
年
訓
練
所
反
対
の
姿
勢
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

打
ち
出
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
本
橋
談
）
。
こ
れ
に
対
し
在
郷
軍
人
等
の
各
戸
を
歴
訪
し
て
の
入
所
勧
誘
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
も
青
年

達
の
多
く
は
青
年
訓
練
所
に
好
意
的
で
な
く
、
本
橋
等
幹
部
も
機
会
あ
る
ご
と
に
青
年
訓
練
所
反
対
の
演
説
を
し
、
少
く
と
も
三
・
一
五
事
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ま
で
は
青
年
団
の
中
に
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
空
気
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
尚
、
豊
岡
町
の
影
響
を
受
け
て
い
る
近
隣
の
新
田
・
三
江
・
田
鶴
野
．
・
三
椒
三
等
で
も
青
年
訓
練
所
反
対
の
動
き
が
あ
っ
た
。

　
労
農
党
但
馬
支
部
で
は
、
こ
う
し
た
活
動
を
基
礎
に
し
て
二
六
年
末
～
二
七
年
初
に
か
け
て
、
城
綺
郡
の
自
主
的
な
青
年
団
を
統
合
す
る
た

め
、
官
製
当
時
よ
り
存
続
し
て
い
る
評
議
委
員
会
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
し
、
城
崎
郡
青
年
団
連
絡
委
員
を
作
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
は
二
七

年
二
月
初
旬
に
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
同
じ
兵
庫
県
の
加
西
郡
青
年
団
革
新
同
盟
設
立
へ
の
動
き
等
に
刺
激
を
受
け
た
か
ら
で
あ
る
。

当
時
、
労
農
党
側
は
三
江
・
五
荘
・
新
田
・
田
鶴
野
漁
村
の
青
年
を
獲
得
し
つ
つ
あ
っ
た
。
ま
た
新
た
に
三
〇
名
の
青
年
が
入
党
し
て
い
る
の

　
　
　
　
　
⑳

も
注
目
さ
れ
る
。

　
但
馬
支
部
の
青
年
及
び
青
年
団
へ
の
働
き
か
け
は
以
上
の
よ
う
に
成
果
を
あ
げ
つ
つ
あ
っ
た
と
い
え
る
が
、
逆
に
青
年
以
外
の
一
般
民
衆
へ

の
活
動
で
は
二
七
年
春
に
か
け
て
停
滞
す
る
。
以
下
そ
の
原
因
の
考
察
を
中
心
と
し
て
但
馬
支
部
設
立
後
二
七
年
春
ま
で
の
他
の
活
動
に
つ
い

て
記
述
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
支
部
設
立
後
罹
災
民
会
の
活
動
は
①
「
検
束
者
四
名
越
内
三
名
に
打
撲
擦
過
傷
特
地
内
単
二
名
ハ
重
傷
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
激
し
さ
を
増

し
た
こ
と
②
復
興
公
共
事
業
の
進
展
に
と
も
な
い
第
三
章
第
二
節
で
示
す
よ
う
に
そ
の
最
大
の
受
益
者
が
有
力
者
層
で
あ
る
と
の
新
し
い
論
点
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を
設
定
し
た
こ
と
が
特
色
で
あ
る
。
し
か
し
最
後
の
義
軍
金
分
配
が
実
行
さ
れ
る
二
六
年
末
～
二
七
年
初
頃
に
運
動
の
方
向
を
め
ぐ
っ
て
内
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
混
乱
が
あ
っ
た
（
本
居
談
）
後
、
義
摘
金
分
配
が
終
了
す
る
と
罹
災
民
会
は
自
然
消
去
し
て
い
っ
た
（
本
橋
談
・
本
居
談
）
。
こ
れ
は
、
但
馬
震
災

義
摘
金
問
題
を
「
発
展
せ
し
め
て
町
政
の
広
汎
な
る
暴
露
」
に
ま
で
闘
争
を
進
め
よ
う
と
し
て
妥
協
を
避
け
よ
う
と
す
る
社
会
主
義
思
想
を
有

す
る
労
農
党
員
（
青
年
）
と
、
現
実
に
早
く
現
金
を
手
に
し
た
い
一
般
罹
災
民
と
の
意
向
の
違
い
で
あ
る
。
こ
の
た
め
「
無
産
老
新
聞
」
上
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

「
労
農
党
但
馬
支
部
長
田
中
門
〔
罹
災
民
会
出
身
－
伊
藤
〕
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
側
の
〔
義
士
金
分
配
〕
三
分
の
一
説
に
賛
成
す
る
等
、
切
角
の
陣

営
を
乱
し
て
し
ま
っ
た
」
と
の
批
判
ま
で
も
な
さ
れ
た
。
罹
災
民
会
の
自
然
消
滅
と
い
う
結
果
論
か
ら
み
れ
ば
、
但
馬
支
部
は
義
掲
金
分
配
率

の
み
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
公
営
住
宅
の
家
賃
値
下
げ
や
増
設
な
ど
後
に
出
さ
れ
る
日
常
的
要
求
と
町
政
批
判
を
セ
ッ
ト
に
し
て
罹
災
民
会

運
動
を
存
続
さ
せ
、
組
織
的
な
整
備
を
企
図
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
一
因
と
し
て
、
運
動
指
導
者
の
一
人
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

「
理
論
闘
争
・
政
治
的
曝
、
露
・
全
線
的
展
開
」
と
の
抽
象
的
甚
句
を
書
簡
に
並
べ
て
い
る
よ
う
に
、
但
馬
の
勤
労
青
年
活
動
家
も
福
本
イ
ズ
ム

の
観
念
的
運
動
指
導
の
悪
し
き
影
響
を
ま
っ
た
く
逃
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
二
七
年
三
月
七
日
越
起
き
た
奥
丹
後
震
災
（
京
都
府
北
部
が
被
害
）
へ
の
救
援
活
動
は
、
但
馬
支
部
に
と
っ
て
罹
災
民
会
活
動
の
経
験
を
生

　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
共
産
党
の
実
質
的
機
関
紙
の
「
無
産
者
新
聞
」
で

か
せ
る
こ
と
及
び
社
会
運
動
の
基
盤
の
拡
大
を
試
み
ら
れ
る
こ
と
等
で
重
視
さ
れ
た
。

も
逸
早
く
、
労
農
党
が
奥
丹
後
震
災
の
救
援
活
動
の
主
導
権
を
「
被
圧
迫
民
衆
」
の
意
向
を
背
景
に
掌
握
し
、
　
「
農
民
及
び
小
市
民
層
」
を
中

心
と
す
る
自
主
的
な
罹
災
民
会
を
組
織
し
、
そ
れ
を
基
盤
に
す
る
運
動
を
通
し
て
罹
災
地
方
の
町
村
を
始
め
罹
災
地
に
移
入
さ
れ
た
近
県
の
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

体
の
属
す
る
市
町
村
の
民
主
化
を
も
達
成
で
き
る
、
と
の
方
向
を
示
し
て
い
た
。
労
農
党
も
こ
れ
を
受
け
る
形
で
「
聞
題
あ
る
時
は
直
ち
に
罹

災
民
大
会
を
開
き
出
来
得
べ
く
ん
ば
之
を
組
織
化
し
適
当
の
時
期
に
於
て
労
働
農
民
党
支
部
後
援
の
名
を
現
し
て
組
織
あ
る
行
動
に
移
」
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

う
等
の
指
令
を
、
関
係
各
地
支
部
に
通
達
し
た
。

　
但
馬
支
部
で
は
、
罹
災
民
会
組
織
等
の
活
動
条
件
を
探
る
た
め
本
橋
文
平
・
本
居
誠
一
が
青
年
団
員
二
十
数
名
を
引
率
し
て
罹
災
地
へ
向
つ

た
。
し
か
し
本
橋
は
途
中
で
検
束
さ
れ
、
残
り
の
者
も
罹
災
地
で
通
常
の
救
援
活
動
を
行
っ
た
の
み
で
あ
っ
た
（
本
橋
談
．
本
居
談
）
。
官
憲
は
、
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1920年代中・後期の地方都市民衆運動（伊藤）

「
京
都
・
大
阪
・
豊
岡
方
面
か
ら
の
労
農
党
、
青
年
同
盟
等
の
救
援
隊
を
防
ぎ
尾
行
検
束
に
よ
っ
て
罹
災
民
と
の
接
触
を
遮
断
し
」
、
罹
災
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

の
団
結
を
恐
れ
「
罹
災
民
を
バ
ラ
バ
ラ
に
散
ら
し
て
」
い
た
。
そ
の
た
め
震
災
の
「
情
勢
調
査
は
非
常
に
困
難
」
で
「
今
直
に
罹
災
民
会
等
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

組
織
す
る
事
は
不
可
能
な
事
で
あ
り
、
よ
し
可
能
に
し
て
も
組
織
倒
れ
に
な
る
密
な
状
態
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
但
馬
支
部
は
、
　
「
手
初
め
に

大
阪
・
兵
庫
・
京
都
の
各
労
農
党
府
県
連
合
会
に
救
済
委
員
会
を
設
け
、
四
月
三
日
に
全
国
一
斉
戸
別
訪
問
に
よ
っ
て
『
各
家
に
つ
き
五
銭
』

の
義
追
金
募
集
デ
…
」
を
開
催
し
た
り
、
震
災
復
興
に
対
す
る
「
政
府
地
方
当
局
の
対
策
の
本
質
を
曝
露
す
る
演
説
会
を
全
国
一
斉
に
行
ふ
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

き
こ
と
を
提
唱
し
た
」
が
、
捗
々
し
い
進
展
は
な
か
っ
た
（
本
橋
談
・
本
居
談
）
。
奥
丹
後
震
災
の
罹
災
民
会
運
動
を
起
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
原
因
と
し
て
、
官
憲
の
弾
圧
以
外
に
、
豊
岡
の
よ
う
に
地
元
に
運
動
の
核
と
な
る
社
会
主
義
グ
ル
ー
プ
が
な
か
っ
た
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
他
、
労
農
党
但
馬
支
部
で
は
、
同
党
の
決
議
に
基
づ
き
、
二
六
年
一
二
月
一
日
よ
り
豊
岡
町
及
び
出
石
町
で
「
議
会
解
散
其
他
の
請
願

に
つ
き
」
一
般
無
産
階
級
の
調
印
を
求
め
る
揚
を
し
ゃ
し
か
し
・
地
方
都
市
に
於
て
こ
う
し
た
国
政
・
ベ
ル
の
問
題
で
は
大
き
な
反
響
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

①
　
「
震
災
被
害
調
」
　
（
「
豊
岡
町
那
務
報
告
書
」
二
五
年
度
）
。

②
　
西
村
天
来
『
豊
岡
復
興
史
』
一
二
九
頁
。

③
「
神
戸
新
聞
」
二
五
・
九
・
二
五
一
〇
・
一
。

④
妾
時
も
「
．
バ
ラ
ッ
ク
貧
困
者
」
（
「
神
戸
新
聞
」
二
五
。
九
・
二
五
）
と
か
「
罹

　
災
民
中
の
下
立
階
級
約
七
百
名
」
（
「
神
戸
又
新
莚
報
」
二
六
・
五
・
二
五
）
・
「
裏

　
長
ヤ
や
高
イ
家
賃
ノ
パ
ラ
ッ
ク
ニ
住
ソ
デ
今
日
ノ
仕
事
明
日
ノ
仕
事
ト
空
バ
ヵ
り

　
毎
目
気
遣
ッ
テ
居
ル
其
ノ
日
稼
ギ
ノ
貧
乏
人
」
（
「
八
九
、
血
モ
涙
モ
ナ
イ
当
局
ヲ

　
何
卜
視
ル
（
古
）
」
）
な
ど
と
表
現
さ
れ
て
い
た
。

⑤
「
神
戸
新
聞
」
二
五
・
九
・
二
五
。

⑥
「
同
右
」
二
五
．
＝
｝
．
一
四
。

⑦
　
熱
心
な
の
は
、
本
橋
文
平
（
前
掲
）
．
福
露
正
夫
（
早
大
生
）
・
斎
藤
秀
雄
（
ず

　
つ
く
製
造
・
加
工
）
本
居
誠
一
（
大
工
）
・
中
川
誠
一
（
縁
装
労
働
者
）
本
井
俵

　
一
（
縁
装
労
働
者
）
ら
で
、
本
居
以
下
三
人
の
家
は
震
災
で
焼
け
て
い
た
。

⑧
板
野
勝
次
『
嵐
に
耐
え
た
歳
月
』
（
七
七
年
）
一
七
七
頁
。
板
野
は
二
穴
年
一

　
月
に
入
党
、
党
神
戸
市
細
胞
で
活
動
し
た
。

⑨
「
神
戸
新
聞
」
二
五
・
一
二
．
四
面
二
六
．
五
．
二
五
。

⑩
「
本
居
談
」
。
復
興
同
盟
会
の
町
民
大
会
で
、
「
藤
本
．
西
村
．
原
山
外
数
氏
の

　
演
説
が
あ
っ
た
」
（
「
神
戸
新
聞
」
二
五
・
一
二
・
四
）
と
藤
本
の
名
前
を
確
認
で

　
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

＠＠＠＠＠

「
神
戸
又
新
日
報
」
二
五
・
九
・
二
〇
九
・
二
一

「
神
戸
新
聞
」
二
五
・
九
・
二
五
。

「
同
右
」
二
五
・
一
〇
・
一
　
一
二
・
｝
照
。

「
同
右
」
二
五
・
一
二
・
七
。

「
同
趣
」
二
五
・
一
〇
・
二
一
。
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⑯
「
家
主
一
棟
に
つ
き
十
五
円
」
の
義
捕
金
を
分
配
す
る
案
を
有
産
階
級
に
厚
い

　
と
批
判
（
「
神
戸
新
聞
」
二
五
．
㎝
○
．
二
一
）
。

⑰
「
神
戸
又
新
日
報
」
二
五
・
＝
．
五
一
二
・
七
。

⑱
「
神
戸
又
新
艮
報
」
二
六
・
＝
マ
六
。
義
壷
金
の
使
途
を
め
ぐ
る
問
題
は
三

　
〇
年
の
厩
政
党
内
閣
の
際
に
、
伊
地
智
豊
岡
町
長
（
政
友
会
）
を
め
ぐ
る
豊
岡
疑

　
獄
事
件
に
ま
で
な
っ
た
が
、
公
判
の
結
果
は
無
罪
で
あ
っ
た
　
（
「
い
わ
ゆ
る
豊
岡

　
疑
獄
事
件
」
　
『
目
で
見
る
沢
頭
の
明
治
一
〇
〇
年
史
』
）
。

⑲
「
本
橋
談
」
。
胃
年
会
が
自
主
化
さ
れ
た
こ
六
年
一
月
の
期
日
は
、
本
橋
の
第

　
一
回
兵
庫
県
青
年
議
会
立
候
補
の
略
麗
中
「
同
十
五
年
〔
大
正
一
伊
藤
〕
一
月
豊

　
岡
町
青
年
団
入
団
」
よ
り
確
認
で
き
る
　
（
「
神
戸
又
新
日
報
」
二
六
・
一
〇
．
…

　
八
）
。
青
年
団
自
主
化
の
窺
例
で
は
、
二
一
年
に
自
主
化
さ
れ
た
長
野
県
の
下
伊

　
那
郡
青
年
会
が
有
名
で
あ
る
（
『
下
伊
那
郡
青
年
運
動
史
』
四
二
一
四
　
二
頁
）
。

⑳
「
神
戸
新
聞
」
二
五
二
二
・
七
。

⑳
　
　
「
但
馬
青
年
学
生
連
盟
」
の
名
が
使
わ
れ
る
新
し
い
特
装
の
例
は
次
の
よ
う
で

　
あ
る
。
第
一
回
兵
庫
県
青
年
議
会
に
立
候
補
し
た
本
橋
文
平
は
「
大
正
十
五
年
二

　
月
」
よ
り
「
倶
馬
青
年
学
生
連
盟
常
任
委
員
」
で
（
「
神
戸
又
新
日
報
」
二
六
。

　
一
〇
・
一
八
）
、
「
労
働
農
民
党
倶
馬
支
都
及
び
但
馬
青
年
学
年
連
盟
後
援
で
華
々

　
し
く
運
動
を
始
め
た
」
　
（
「
神
戸
又
新
日
報
」
二
六
・
…
○
・
一
六
）
。
ま
た
伊
原

　
園
二
〔
演
次
－
伊
藤
〕
は
、
「
但
馬
青
年
学
生
連
盟
中
央
委
員
」
で
¶
公
認
　
労
働

　
農
民
党
但
馬
支
部
及
但
馬
青
年
学
生
連
盟
」
で
あ
っ
た
（
「
神
戸
又
新
B
報
」
二

　
六
・
一
〇
・
一
九
）
。
ま
た
、
第
五
二
議
会
を
前
に
「
青
年
大
衆
の
政
治
的
自
由

　
の
為
め
に
全
青
年
男
女
諸
君
に
訴
ふ
」
ビ
ラ
が
二
七
年
　
月
一
三
日
付
で
出
さ
れ
、

提
起
人
が
「
織
釣
虻
兵
芝
地
募
曇
　

螺
羅
舗
鞘
辮
灘

罐
魏
客
年
騰
賄
縫
隷
盟
」
〔
蕉
は
伊
蔭
で
あ
・
た
（
百
農
兵
庫
L

　
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
蔵
）
。

⑳
　
西
村
『
豊
岡
復
興
史
』
一
二
一
1
；
一
一
頁
参
照
。

⑳
　
　
「
大
正
十
五
年
会
議
録
綴
」
　
（
豊
岡
町
）
。

⑳
　
「
同
、
右
％

㊧
　
注
⑫
に
問
じ
。
尚
、
兵
庫
県
救
援
本
部
に
集
め
ら
れ
た
義
絹
金
の
公
共
事
業
及

　
個
人
へ
の
分
配
比
率
は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
て
町
村
へ
交
付
さ
れ
た
。
豊
岡

　
町
の
公
共
事
業
重
視
の
姿
勢
は
、
豊
岡
町
に
直
接
送
ら
れ
自
由
な
処
分
の
で
き
る

　
義
掲
金
六
万
七
四
一
円
の
大
部
分
五
万
二
三
二
円
を
公
共
盛
業
に
使
用
（
二
九
年

　
二
月
現
在
）
し
た
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

⑳
「
大
正
十
一
年
会
議
録
綴
」
（
豊
岡
町
）
。

⑰
「
神
戸
樹
霜
」
二
五
・
＝
・
三
〇
。

⑱
　
家
賃
の
相
対
的
に
安
い
簡
易
住
宅
（
家
賃
七
円
）
は
八
五
戸
し
か
作
ら
ず
五
万

　
一
〇
〇
〇
円
を
使
っ
た
だ
け
で
あ
る
が
、
家
賃
の
高
い
公
営
住
宅
（
一
二
円
五
〇

　
銭
）
は
一
〇
九
戸
で
一
五
万
円
、
公
営
住
宅
上
（
商
店
向
）
　
（
一
九
円
五
〇
銭
及

　
一
七
四
四
）
は
＝
ご
讐
戸
で
六
万
円
を
使
っ
た
（
西
村
『
豊
岡
復
興
史
』
　
一
二
潔
箒
貝
、

　
「
昭
和
二
年
分
豊
岡
町
事
務
報
告
書
」
）
。
家
賃
は
二
七
年
の
家
賃
を
例
と
し
た
。

⑳
　
「
神
戸
新
聞
」
二
五
・
一
〇
・
二
一
。

⑳
「
神
戸
華
語
段
平
」
二
五
・
＝
7
二
八
。

⑳
　
　
「
同
右
」
一
工
ハ
・
五
・
二
五
。

⑫
　
注
⑧
に
同
じ
。

⑳
　
「
無
産
者
新
聞
」
二
六
・
八
・
七
（
四
一
号
）
。

⑭
　
　
「
本
橋
談
」
。
豊
岡
縁
葛
労
働
組
合
（
鈴
木
善
一
組
合
長
）
は
労
資
協
調
的
な

　
親
睦
団
体
的
組
合
。

⑳
　
　
『
鉦
｛
産
政
晶
兄
中
ハ
料
・
労
鋤
四
農
民
醐
兄
』
六
二
・
一
七
一
二
二
二
一
〇
謄
貝
。
　
「
隔
黙
産
｛
者

　
習
気
」
二
六
・
一
一
・
＝
二
（
五
三
号
）
。

⑳
　
労
農
党
但
馬
支
部
で
は
、
演
説
会
の
宣
伝
を
ち
ん
ど
ん
屋
に
さ
せ
た
。
ち
ん
ど

　
ん
屋
は
「
今
夜
労
働
農
民
党
と
警
察
宮
と
の
大
太
刀
ま
わ
り
が
朝
日
館
で
あ
り
ま

　
す
。
一
人
残
ら
ず
お
い
で
下
さ
い
」
と
や
っ
た
位
で
、
演
説
会
は
入
気
が
あ
り
木

　
芦
銭
を
取
っ
て
も
多
数
入
場
し
た
（
本
橋
談
・
本
居
談
）
。
娯
楽
の
少
な
い
当
特

　
の
地
方
都
寮
で
、
無
産
政
党
の
演
説
会
は
、
野
次
り
合
い
や
有
名
人
物
の
顔
を
見
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192G年代中・後期の地方都市民衆運動（伊藤）

　
れ
る
こ
と
で
民
衆
の
人
気
を
集
め
、
必
ず
し
も
社
会
主
義
思
想
・
運
動
へ
の
関
心

　
を
も
っ
た
聴
衆
で
な
い
こ
と
は
青
森
県
で
も
示
さ
れ
て
い
る
（
『
青
森
県
労
働
運

　
動
史
』
第
二
巻
七
八
頁
）
。

⑰
　
「
神
戸
又
新
日
報
」
二
六
・
八
・
一
七
。
　
「
本
橋
談
」
。

⑳
　
　
「
神
一
戸
新
聞
」
二
六
・
一
〇
・
一
六
　
　
一
〇
・
二
一
。

⑳
　
　
「
神
戸
新
聞
」
二
六
・
一
一
・
一
七
。
こ
の
被
選
挙
権
は
「
年
齢
二
十
歳
以
上

　
三
十
五
歳
迄
の
男
女
に
し
て
本
県
内
市
町
村
青
年
団
員
又
は
婦
人
団
体
在
籍
の
婦

　
人
」
に
与
え
ら
れ
、
選
挙
権
は
「
本
紙
面
印
醗
の
投
票
絹
紙
を
使
用
す
る
限
り
」

　
何
人
に
も
与
え
ら
れ
た
（
「
神
戸
新
爾
」
二
種
・
一
〇
・
九
）
。

⑩
　
「
神
戸
又
新
日
報
」
二
六
・
一
〇
．
一
八
　
一
〇
・
一
九
。

＠
労
畏
党
の
第
二
回
全
国
請
願
デ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
①
・
②
・
③
・
⑤
・
⑥
は

　
共
通
し
、
そ
の
他
も
⑦
以
外
は
基
本
的
趣
旨
は
同
じ
（
「
無
産
者
新
聞
」
二
七
・

　
一
。
一
五
　
　
六
五
口
写
）
。

＠
　
　
「
抽
晶
戸
新
聞
」
二
六
・
九
・
四
。

⑩
　
「
同
右
」
。

⑭
　
　
「
本
橋
談
」
。
尚
、
二
九
年
に
青
年
訓
練
所
に
入
っ
た
西
垣
実
に
よ
る
と
、
青

　
年
訓
練
所
反
対
の
動
き
な
ど
ま
っ
た
く
体
験
し
て
い
な
い
（
西
壇
談
）
。

⑮
　
「
神
戸
新
聞
」
一
　
六
・
九
・
四
。
「
本
橋
談
」
。

⑯
　
　
コ
一
〇
九
、
古
家
実
三
宛
伊
原
圏
二
盤
簡
〔
以
下
伊
原
園
二
↓
古
家
実
三
宛
書

　
簡
と
記
す
〕
（
古
）
」
　
〔
ご
七
年
初
力
〕
、
「
四
六
一
、
本
橋
文
乎
↓
古
家
実
三
軸

　
書
簡
（
古
）
」
二
七
．
四
・
一
五
、
　
「
四
七
九
、
伊
原
園
二
↓
古
家
実
三
宛
書
簡

　
（
古
）
」
二
七
・
一
・
一
七
。

＠
　
　
「
入
六
、
田
中
真
雄
↓
古
家
実
ゴ
　
宛
書
簡
（
古
）
」
二
六
・
八
・
八
。

⑳
　
第
三
圓
分
配
は
、
個
人
分
配
　
五
万
九
、
穴
一
六
円
、
公
共
事
業
二
三
万
一
、
r

　
一
三
〇
円
と
（
『
豊
岡
復
興
史
』
一
　
三
頁
）
、
個
人
分
配
額
が
三
分
の
一
よ
り
増

　
加
。

⑩
　
　
「
鉦
…
産
老
新
聞
」
二
七
．
　
一
．
　
一
五
　
（
六
五
号
）
。

⑳
　
「
同
右
」
。
尚
、
「
但
馬
震
災
見
舞
金
聞
題
」
で
豊
岡
町
に
於
て
「
労
働
農
民

　
党
倶
馬
支
部
・
労
働
組
合
誠
図
会
・
出
石
町
農
民
組
合
・
出
石
郡
青
年
党
・
出
石

　
無
産
者
有
志
等
が
共
同
戦
線
を
張
っ
て
」
い
る
（
「
無
産
者
新
聞
」
二
六
・
一
二

　
．
一
八
）
等
の
記
述
が
あ
る
が
、
こ
う
し
た
組
織
レ
ベ
ル
の
共
闘
の
事
実
は
な
い

　
（
本
橋
談
．
本
居
談
．
正
木
談
．
藤
岬
沢
談
）
。
正
木
は
出
石
郡
立
麿
恵
青
年
党
の
嵩
兄

　
首
。
藤
沢
も
青
年
党
に
協
力
し
、
ま
た
誠
働
事
を
結
成
し
指
導
を
し
て
い
た
。
恐

　
ら
く
、
右
の
諸
組
織
に
関
係
し
た
出
石
町
の
社
会
主
義
青
年
北
山
積
（
本
名
勇
）

　
が
罹
災
民
会
の
応
援
に
ぎ
た
程
度
で
あ
ろ
う
。

⑪
　
　
「
四
六
一
、
本
橋
文
平
↓
古
家
実
三
軒
書
簡
（
古
）
」
二
七
・
四
・
一
五
。

＠
　
　
「
二
七
八
、
労
働
農
畏
党
但
馬
支
部
長
↓
古
家
実
三
宛
書
簡
（
古
）
」
二
七
・

　
三
・
一
〇
。

曾
　
「
無
産
者
新
聞
」
二
七
・
三
・
一
二
（
七
三
号
）
。

⑭
　
「
労
働
農
民
新
聞
」
二
七
二
二
・
一
五
（
五
号
）
。

駒
　
　
「
鉦
…
産
者
新
聞
」
二
七
∴
二
・
二
六
（
七
五
号
）
。

⑯
　
「
二
八
一
、
本
橋
文
平
↓
古
家
実
三
景
警
簡
（
古
）
」
二
七
・
三
・
一
＝
。

⑰
　
　
「
無
産
者
新
聞
」
二
七
・
三
二
慌
惚
（
七
五
口
万
）
。

⑱
　
「
神
戸
又
新
附
潔
し
一
一
六
・
一
一
一
・
一
。

⑲
　
議
会
解
散
請
願
運
動
で
は
、
個
人
的
な
知
人
を
訪
れ
て
署
名
を
得
る
程
度
で
あ

　
つ
た
。
そ
の
他
簿
華
非
干
渉
運
動
の
演
説
会
も
＝
皮
ほ
ど
や
っ
た
が
聴
衆
は
少
な

　
か
っ
た
（
本
橋
談
）
。
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第
三
章
　
豊
岡
町
政
革
新
運
動

第
一
節
　
一
九
二
七
年
度
豊
岡
町
予
算

集
塵
民
会
運
動
の
行
き
詰
り
で
二
七
年
春
ま
で
青
年
運
動
以
外
に
は
、
や
や
停
滞
を
み
せ
た
豊
岡
町
の
民
衆
運
動
は
、
労
農
党
但
馬
支
部
の

指
導
層
が
下
層
民
衆
の
日
常
的
要
求
を
適
切

に
取
り
上
げ
た
た
め
、
二
七
年
夏
の
戸
数
割

（
町
税
）
増
徴
等
を
契
機
に
再
び
高
揚
を
示

す
。
ま
ず
こ
の
節
で
は
、
そ
の
増
徴
の
原
因

で
あ
る
豊
岡
町
二
七
年
度
予
算
に
つ
い
て
み

て
ゆ
き
た
い
。

　
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
二
七
年
二
月
伊
地

智
町
長
は
①
豊
岡
町
の
経
済
不
振
は
、
世
界

的
経
済
不
況
と
震
災
の
影
響
で
「
杞
柳
製

　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

品
の
現
状
が
最
も
否
運
に
陥
れ
る
に
原
因
せ

る
」
こ
と
②
し
か
し
「
復
興
事
業
の
為
め
に

新
設
道
路
の
砂
利
布
設
」
等
や
「
産
業
立
町

の
精
神
」
に
基
き
商
工
会
へ
の
補
助
や
「
一

三
製
品
の
配
給
商
略
」
の
改
善
の
研
究
等
に

表8　1927年度豊岡町歳出予算主な増加項目

部常経臨時部

項

目

三
、
役
場
費

四
、
土
木
費

一
一
、
汚
物
掃
除
費

一
七
、
勧
業
諸
費

商
工
業
奨
励
費

一
九
、
救
助
費

ご
ゴ
…
、
甜
諾
税
衡
ハ
担

二
、
補
助
費

　
勧
業
費
補
助

本
年
予
算
額

一　

ｪ
、
五
四
七
円

晶
肘
年
度
に
比
べ

増
額一

、
五
三
四
円

二
一
、
六
六
三

五
、
九
五
六

二
、
八
六
〇

八
九
〇

（一

A
四
〇
〇
）

　
　
九
〇
〇

五
四
八

八
、
七
二
〇

二
、
七
七
〇

（
五
〇
〇
）

　
　
○

一一

鼡

一
、
五
九
〇

八
○
○

備

考

町
長
交
際
費
増

　
　
　
　
一
、
○
○
○
円

主
に
道
路
修
善
費
の
増
加

掃
除
央
給
与
な
ど

共
進
会
奨
励
費

　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
円

商
工
業
に
関
す
る
奨
励
費

　
　
　
　
　
五
〇
〇
円

　
　
陶
　
　
視
察
費

　
　
　
　
　
三
〇
〇
円

（
奏
物
産
改
轟
。
励
膿
円
）

窮
畏
救
助
費
と
し
て
食
料

費
一
人
一
雨
拾
五
銭
．
延

三
、
六
五
〇
日
分

私
立
舞
岡
商
工
会
補
助
八

○
○
円
増

（備考）　「昭和二年町会一件綴」　（豊岡町）より作成。
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1920年代中・後期の地方都布民衆運動（伊藤）

費
用
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
経
常
部
・
臨
時
部
合
計
し
て
一
五
万
三
八
六
五
円
（
前
年
度
よ
り
二
万
五
六
七
一
円
増
）
の
予
算
を
作
成

　
　
　
　
　
　
　
　
①

し
た
こ
と
を
説
明
し
た
。

　
こ
の
予
算
は
、
第
二
工
事
二
節
で
述
べ
た
豊
岡
町
の
復
興
路
線
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
不
況
下
で
予
算
増
加
の
原
因
は
、
道
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

整
備
等
の
大
規
模
な
公
共
事
業
を
続
行
し
た
た
め
の
経
常
部
土
木
費
や
町
長
交
際
費
の
増
加
が
最
大
の
も
の
で
あ
る
が
、
商
工
業
発
展
の
た
め

勧
業
費
が
増
額
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
し
た
い
（
表
8
）
。

　
不
況
下
の
し
か
も
有
力
な
財
源
の
な
い
地
方
都
市
豊
岡
町
で
は
、
こ
の
予
算
の
多
く
を
町
税
戸
数
割
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
額
は
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

万
一
二
七
七
円
に
も
な
り
、
県
よ
り
制
限
外
課
税
の
許
可
ま
で
得
る
重
い
町
税
と
な
っ
た
（
表
9
）
。

　
こ
の
町
税
戸
数
割
は
「
本
町
二
一
戸
ヲ
構
フ
ル
者
又
ハ
一
戸
ヲ
構
ヘ
サ
ル
モ
独
立
ノ
生
計
ヲ
営
ム
者
二
賦
課
」
し
、
そ
の
額
は
「
毎
年
度
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

会
ノ
議
決
二
品
リ
之
ヲ
定
ム
」
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
二
七
年
度
は
所
得
を
基
準
に
賦
課
さ
れ
た
。
そ
の
賦
課
額
は
、
各
戸
の
所
得
の
約
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

豊
強
で
、
累
進
性
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
し
か
も
年
所
得
二
〇
円
の
低
所
得
者
層
に
ま
で
課
せ
ら
れ
、
と
り
わ
け
下
層
の
町
民
に
と
っ
て
戸
数
割

の
負
担
は
困
難
な
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

蓑9　豊岡町特別税戸数割制限
　　　外課税調書（1927年）

区

分

町
税
予
算
総
額

制

限

額

戸
　
数
　
　
割
　
　
額

制
限
超
過
額

戸
数
割
｝
戸
平
均

金

額

一
〇
二
、
三
九
七
円
…
○
○
○

六
一
、
四
三
八
　
　
二
〇
〇

　
七
一
、
二
七
七
　
〇
〇
〇

百
分
ノ
六
十
九
・
六
　
　
〇
八
五

九
、
八
三
八
　
　
八
○
○

三
〇
四
四
七
三

寒
露
額
一
戸
平
均
一

二
六
　
一
二
四

制
限
超
過
額
＝
畢
翌

　
　
二
〇
二

四

八「四

（備考）　〔1｝　「豊岡町行政一件綴」

　（艮召2－3）所収。

　②　前年度戸数割1戸平均は26円

　　2101e

　
二
月
二
六
艮
町
会
は
、
こ
の
二
七
年
度
予
算
原
案
に
商
工
業

奨
励
十
五
〇
〇
円
を
増
加
し
て
可
決
し
た
。
ま
た
、
二
月
二
三

日
目
町
会
は
、
町
営
の
寸
寸
製
品
漂
白
場
（
経
費
九
、
五
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

円
以
内
）
を
設
立
す
る
意
見
書
を
町
長
に
提
出
し
て
い
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

れ
も
予
算
化
さ
れ
た
ら
し
い
。

　
以
上
、
不
況
下
に
町
税
負
担
が
増
大
す
る
こ
と
を
厭
わ
ず
、

商
工
業
発
展
の
た
め
公
共
事
業
の
続
行
や
産
業
奨
励
の
た
め
積

極
的
な
予
算
を
組
む
こ
と
が
豊
岡
町
の
方
針
で
あ
っ
た
。
こ
れ

91 （765）



は
、
町
会
を
構
成
す
る
中
小
商
工
業
者
ら
中
間
層
の
上
層
及
び
上
層
町
民
の
意
向
の
反
映
で
あ
る
と
い
え
る
。

第
二
節
運
動
の
高
揚

92　（766）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
二
七
年
度
豊
岡
町
税
特
別
税
戸
数
割
第
一
期
分
納
入
は
二
七
年
六
月
一
〇
日
か
ら
三
〇
日
の
間
と
な
っ
て
い
た
。
町
税
戸
数
割
の
増
徴
は
、

「
昨
年
の
震
災
以
来
未
だ
生
活
の
安
定
を
得
ず
、
し
か
も
唯
一
の
産
業
で
あ
っ
た
柳
行
李
の
売
行
き
が
バ
ッ
タ
リ
止
ま
っ
た
澱
め
失
業
者
が
続

　
　
　
　
　
⑩

出
し
つ
つ
あ
る
“
状
況
の
中
で
、
再
び
下
層
町
民
を
中
心
と
し
て
町
政
へ
の
批
判
を
盛
り
上
げ
る
契
機
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
つ
ま
り
、
労
農
党
但
馬
支
部
は
二
七
年
六
月
二
八
碍
、
悪
税
反
対
を
唱
え
て
「
県
知
事
糺
弾
・
町
政
批
判
演
説
会
」
を
開
き
、
　
「
町
民
八
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

逆
名
」
を
集
め
た
の
を
は
じ
め
、
七
月
に
入
っ
て
数
度
の
門
町
罠
大
会
」
を
経
て
、
八
月
二
日
但
馬
支
部
主
催
の
町
政
批
判
演
説
会
の
後
、
三

五
〇
名
の
聴
衆
の
満
場
一
致
の
賛
成
を
も
っ
て
豊
岡
町
政
革
新
同
盟
の
創
立
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
同
盟
は
、
こ
れ
ま
で
の
町
政
批
判
演
説
会
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
要
求
に
基
づ
き
＝
二
の
質
問
条
項
を
町
会
に
提
出
し
、
一
〇
日
に
そ
の
回
答
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
も
、
八
月
七
日
第
一
回
借

家
人
大
会
、
＝
日
第
二
圓
陶
工
人
大
会
（
聴
衆
五
〇
〇
）
、
一
八
日
第
二
回
町
民
大
会
（
八
月
二
日
が
第
一
回
町
民
大
会
）
と
集
会
が
開
か
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

町
当
局
や
家
主
へ
の
ゆ
さ
ぶ
り
を
か
け
た
。
こ
の
六
月
末
～
八
月
頃
が
、
動
員
人
数
や
運
動
の
激
し
さ
か
ら
み
て
も
戦
前
の
豊
岡
町
の
社
会
運

動
の
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
（
本
橋
談
）
。

　
以
下
、
こ
れ
ら
の
運
動
の
特
色
を
述
べ
た
い
。

　
指
導
者
層
と
参
加
者
の
階
層
　
運
動
の
指
導
は
労
農
党
但
馬
支
部
が
一
貫
し
て
行
い
、
豊
岡
町
政
革
新
同
盟
の
執
行
部
も
、
労
農
党
但
馬
支

部
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
（
本
橋
談
）
。
参
加
者
に
は
、
杞
柳
関
係
職
工
・
大
工
・
左
官
・
日
雇
労
働
者
等
が
多
く
罹
災
民
会
の
際
と
似

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

た
傾
向
が
あ
っ
た
（
本
橋
談
・
本
居
談
）
。
　
し
か
し
、
町
政
革
新
同
盟
の
町
会
へ
の
批
判
の
中
に
、
家
屋
税
課
税
に
関
し
木
造
家
屋
の
坪
当
り
評

価
額
ご
と
に
等
級
を
設
け
な
か
っ
た
た
め
、
低
利
資
金
借
入
で
建
築
し
た
安
い
「
小
商
人
」
の
住
宅
と
「
富
豪
」
の
高
級
住
宅
も
同
一
税
率
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

あ
る
矛
盾
を
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
逆
叉
の
小
商
人
圏
（
中
間
層
の
下
層
）
の
参
加
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
む
し
ろ
不
況
下
の
増
税
に
対
す
る
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経
済
矛
盾
の
み
を
考
慮
す
れ
ば
、
小
商
人
層
も
下
層
民
衆
と
同
一
の
運
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
が
自
然
で
あ
る
が
、
そ
の
実
現
が
困
難

　
　
　
　
　
　
⑯

で
あ
る
と
こ
ろ
に
、
第
一
章
第
二
節
・
三
節
で
述
べ
た
非
特
権
中
間
層
の
リ
ー
ダ
ー
と
有
力
者
の
協
調
し
た
体
制
下
の
社
会
運
動
の
基
盤
拡
大

の
む
つ
か
し
さ
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
行
政
当
局
へ
の
要
求
と
批
判
　
主
要
な
論
点
は
震
災
復
興
事
業
や
そ
の
他
の
事
業
に
は
不
景
気
の
折
か
ら
不
必
要
な
も
の
が
多
く
、
し
か
も

そ
の
受
益
者
が
一
部
有
力
者
で
あ
り
、
そ
の
為
に
戸
数
割
の
増
徴
は
不
当
で
あ
る
と
の
批
判
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
倒
壊
焼
失
な
き
町
役
場
新

築
の
不
必
要
、
町
営
製
材
所
の
行
き
詰
り
は
町
議
及
び
其
関
係
者
が
自
宅
及
借
家
建
造
に
不
当
に
使
用
し
た
為
で
あ
る
こ
と
、
不
要
の
道
路
建

設
の
結
果
「
以
前
坪
三
円
位
だ
っ
た
大
地
主
の
土
地
が
一
坪
約
二
十
円
に
暴
騰
」
し
た
だ
け
で
あ
る
こ
と
、
公
営
住
宅
の
敷
金
や
家
賃
が
高
す

ぎ
空
家
が
多
い
こ
と
、
柳
行
李
漂
白
所
設
置
問
題
（
注
⑧
）
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は
義
摘
金
個
人
分
配
増
加
問
題
以
来
の
町
政
へ
の
不
信
も
関

係
し
て
い
た
。

　
そ
の
他
、
家
屋
税
課
税
方
法
に
関
し
、
　
門
富
豪
」
の
高
級
住
宅
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
家
屋
の
坪
当
り
評
価
が
低
す
ぎ
る
こ
と
へ
の
批
判
も
あ
っ

た
。　

ま
た
、
豊
岡
町
の
復
興
路
線
は
県
と
協
調
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
や
、
県
税
滞
納
者
へ
の
差
押
え
問
題
も
あ
っ
て
、
町
政
批
判
の
み
で
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

県
知
事
批
判
も
含
ん
で
い
た
こ
と
も
特
色
で
あ
る
。

　
そ
の
他
の
特
色
　
町
政
革
新
運
動
は
雨
装
労
働
組
合
ス
ト
や
借
家
争
議
と
も
同
様
の
階
層
対
抗
関
係
で
連
携
を
保
っ
て
い
た
。

　
つ
ま
り
、
二
七
年
七
月
行
李
製
造
業
老
親
方
組
合
は
、
仕
上
工
の
賃
金
三
割
値
下
げ
を
企
て
た
の
で
、
豊
岡
縁
装
労
働
組
合
は
ス
ト
に
立
ち

　
　
⑱

上
っ
た
。
ス
ト
の
指
導
は
縁
装
労
働
者
で
あ
る
数
人
の
青
年
労
農
党
員
と
但
馬
支
部
が
行
い
、
ス
ト
に
は
鈴
木
善
一
組
合
長
（
五
〇
歳
位
）
以

下
豊
岡
町
の
ほ
と
ん
ど
の
縁
装
労
働
者
百
数
十
名
が
参
加
し
た
。
し
か
し
、
資
金
カ
ン
パ
の
行
商
隊
が
警
察
に
解
散
せ
ら
れ
、
資
金
的
に
行
詰

っ
て
ス
ト
は
七
日
間
で
解
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
（
本
橋
談
）
。
裏
装
労
働
老
（
下
層
）
と
親
方
組
合
（
中
間
層
の
上
層
以
上
）
の
対
抗
は
町
政

革
新
運
動
の
そ
れ
と
同
じ
で
、
当
時
も
「
か
く
て
〔
縁
装
労
働
組
合
ス
ト
で
1
伊
藤
〕
益
々
気
勢
を
上
げ
た
町
政
革
新
の
運
動
は
今
や
同
盟
を

93　（767）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

結
束
せ
ん
と
す
る
に
至
っ
て
み
る
」
と
自
覚
さ
れ
て
い
た
。

　
尚
、
す
で
に
二
七
年
春
に
は
小
田
井
町
（
豊
岡
町
内
）
で
借
家
争
議
が
起
き
、
労
農
党
但
馬
支
部
は
四
月
三
日
に
、
こ
の
争
議
を
徹
底
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

応
援
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
た
。
そ
の
後
但
馬
支
部
は
、
家
賃
三
割
値
下
（
不
況
で
物
価
の
下
落
と
収
入
減
）
等
の
要
求
を
掲
げ
、
借
家
人
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

議
を
作
り
、
全
町
借
家
人
大
会
に
進
む
こ
と
を
提
唱
し
た
。
当
時
の
豊
岡
町
で
は
、
職
工
や
職
人
（
下
層
町
民
）
の
多
く
は
借
家
に
住
ん
で
お

り
（
本
橋
談
）
、
家
主
（
中
間
層
の
上
層
以
上
ヵ
）
と
の
対
抗
は
、
町
政
革
新
運
動
と
重
な
る
。

　
そ
の
他
、
八
月
一
一
日
の
第
二
回
借
家
人
大
会
で
、
聴
衆
は
解
散
と
検
束
を
抗
議
し
て
、
　
「
五
百
を
越
え
る
町
民
は
二
こ
口
分
れ
て
夜
の
町

を
減
弱
を
あ
げ
な
が
ら
警
察
署
目
が
け
て
押
し
寄
せ
た
。
警
察
署
を
と
り
囲
ん
だ
町
民
は
、
官
憲
と
対
抗
し
て
引
い
て
は
押
寄
せ
、
押
寄
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

は
引
い
て
、
今
に
も
警
察
署
を
破
壊
せ
ん
と
す
る
勢
ひ
を
見
せ
た
」
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
運
動
は
激
し
さ
を
伴
っ
た
の
も
特
色
で
あ
る
。

94　（768）

第
三
節
そ
の
後
の
運
動

　
官
憲
の
社
会
運
動
（
と
く
に
労
農
党
な
ど
左
派
の
運
動
）
へ
の
弾
圧
は
、
二
七
年
中
頃
よ
り
厳
し
さ
を
増
し
た
よ
う
で
あ
る
。
但
馬
で
も
、

労
農
党
支
部
の
中
心
分
子
へ
の
尾
行
が
厳
し
く
な
っ
て
、
八
月
の
町
民
大
会
以
来
活
動
が
し
に
く
く
な
り
（
本
橋
談
）
、
但
馬
支
部
で
は
九
月
の

県
議
選
の
前
頃
に
、
　
「
そ
の
後
果
敢
な
る
闘
争
は
続
け
て
来
ま
し
た
が
一
向
そ
の
実
績
も
上
ら
な
い
」
と
判
断
し
、
　
「
自
治
体
と
の
闘
争
を
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

心
」
と
す
る
こ
と
及
び
農
民
運
動
を
重
視
し
「
農
村
青
年
の
獲
得
運
動
を
開
始
」
す
る
方
針
を
決
め
た
。
そ
し
て
農
村
へ
行
き
座
談
会
等
を
行

っ
た
が
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
（
本
居
談
）
。

　
二
七
年
九
月
の
県
議
選
で
、
但
馬
支
部
は
吉
田
栄
吉
（
神
戸
海
員
組
合
）
を
無
産
党
と
し
て
初
め
て
城
崎
郡
（
定
員
二
名
）
か
ら
立
候
補
さ

せ
、
既
成
政
党
政
治
家
と
選
挙
戦
を
行
っ
た
。
し
か
し
投
票
の
結
果
、
友
田
一
郎
（
政
友
会
）
四
、
六
八
八
票
、
伊
地
智
三
郎
右
衛
門
（
政
友

会
・
豊
岡
町
長
）
四
、
一
〇
五
票
、
が
当
選
し
、
国
谷
卯
之
助
（
民
政
党
）
が
三
、
九
九
五
票
で
次
点
、
吉
田
は
一
三
〇
票
と
差
を
つ
け
ら
れ

て
落
選
し
た
。
兵
庫
県
の
労
農
党
で
は
淡
路
三
郡
よ
り
日
本
農
民
組
合
を
背
景
に
長
尾
有
が
当
選
し
た
の
み
で
あ
っ
た
（
長
尾
も
県
参
事
会
に
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よ
り
失
格
と
な
る
）
。

　
吉
田
が
大
差
で
敗
れ
た
原
因
と
し
て
、
官
憲
の
弾
圧
、
選
挙
資
金
の
不
足
、
吉
田
が
神
戸
海
員
組
合
か
ら
の
輸
入
候
補
で
地
元
民
に
な
じ
み

　
　
　
　
　
　
⑳

が
な
か
っ
た
こ
と
、
労
農
党
の
支
援
者
に
多
い
一
一
五
歳
未
満
の
青
年
に
は
選
挙
権
が
な
か
っ
た
こ
と
等
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
ば
か
り

で
な
く
、
強
固
な
労
働
組
合
や
農
民
組
合
を
背
景
に
し
得
な
い
但
馬
に
於
て
、
都
市
下
層
民
衆
の
不
満
を
基
礎
と
し
た
運
動
は
、
そ
の
盛
り
上

り
の
反
面
に
、
罹
災
民
会
の
自
然
消
滅
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
一
過
性
と
流
動
性
が
強
く
、
六
月
末
～
八
月
の
運
動
に
参
加
し
た
り
共
感
を
寄
せ

た
層
を
、
九
月
の
県
議
選
に
う
ま
く
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
種
々
の
困
難
な
条
件
の
中
で
選
挙
運
動
を

行
っ
た
労
農
党
但
馬
支
部
の
本
橋
ら
活
動
家
は
、
む
し
ろ
よ
く
一
三
〇
票
も
取
れ
た
と
思
っ
た
く
ら
い
で
あ
っ
た
（
本
橋
談
）
。

　
さ
て
、
官
憲
の
弾
圧
が
強
ま
る
な
か
で
但
馬
で
は
二
七
年
秋
以
降
大
衆
を
動
員
す
る
運
動
は
困
難
に
な
っ
て
ゆ
く
が
、
次
の
二
つ
の
場
合
の

み
は
多
数
を
動
員
し
た
運
動
と
な
っ
た
。

　
そ
の
一
つ
は
青
年
団
の
場
合
で
、
先
述
の
よ
う
に
三
・
一
五
事
件
ま
で
は
豊
岡
町
青
年
団
に
は
労
農
党
但
馬
支
部
の
活
動
家
の
演
説
を
受
け

入
れ
る
空
気
が
あ
っ
た
（
本
橋
談
）
。
た
と
え
ば
、
二
七
年
一
〇
月
一
六
日
の
全
但
馬
青
年
雄
弁
大
会
で
、
急
進
的
題
目
を
掲
げ
た
者
を
排
除
し

た
の
で
、
　
「
毎
年
五
六
百
の
出
席
者
が
あ
っ
た
の
に
今
年
は
百
人
位
と
い
ふ
始
末
に
な
」
り
、
主
催
者
側
は
驚
い
て
全
部
出
場
さ
せ
る
こ
と
に

し
、
但
馬
無
産
青
年
同
盟
で
は
二
人
の
弁
士
を
送
り
、
　
「
青
年
団
の
自
主
を
叫
ん
で
青
年
大
衆
か
ら
盛
ん
な
支
持
を
受
け
た
」
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
も
う
一
つ
は
、
民
衆
の
生
活
が
、
急
速
に
直
接
脅
か
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
八
年
初
め
、
内
務
省
が
円
山
川
基
礎
工
事
に
支
障

す
る
と
の
理
由
で
細
川
の
砂
利
採
取
を
禁
止
し
た
為
、
豊
岡
町
の
砂
利
採
取
人
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
労
働
者
・
煉
瓦
工
「
約
一
千
人
」
は
生
活
の

基
盤
を
失
っ
た
。
そ
こ
で
労
農
党
但
馬
支
部
は
、
一
月
一
六
日
、
砂
利
問
題
及
び
伊
地
智
町
長
派
の
選
挙
違
反
事
件
を
取
上
げ
批
判
演
説
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

開
催
し
、
砂
利
採
取
禁
止
反
対
等
の
下
に
県
に
対
し
請
願
運
動
を
起
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
演
説
会
に
は
一
二
〇
一
一
三
〇
人
位
の
聴
衆
が
集
ま
っ
た
。

　
そ
の
他
、
労
農
党
但
馬
支
部
で
は
、
　
二
七
年
八
月
～
秋
に
か
け
て
三
江
村
の
村
税
・
県
税
の
滞
納
に
対
す
る
強
調
差
押
反
対
運
動
の
応
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

（
こ
の
村
に
は
被
差
別
部
落
が
あ
り
、
但
馬
支
部
の
部
落
問
題
へ
の
数
少
な
い
接
点
と
も
な
っ
た
）
や
、
二
七
年
末
～
二
八
年
初
頃
の
八
鹿
町
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九
三
の
小
作
争
議
の
応
援
に
若
干
の
者
が
い
っ
た
が
、
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
（
本
橋
談
）
。

　
二
八
年
三
月
、
三
・
一
五
事
件
の
検
挙
の
手
は
但
馬
の
社
会
運
動
活
動
家
に
も
及
ん
だ
。
地
元
の
勤
労
青
年
本
橋
文
平
・
本
居
誠
一
・
斎
藤

秀
雄
の
三
人
と
最
後
ま
で
襲
弊
の
運
動
の
指
導
に
た
ず
さ
わ
っ
た
学
生
福
富
正
夫
（
早
大
）
ら
が
検
挙
さ
れ
（
前
記
三
人
は
証
拠
不
十
分
で
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

ケ
月
後
に
釈
放
、
福
富
は
服
役
）
、
但
馬
の
社
会
運
動
組
織
は
自
然
崩
壌
の
道
を
た
ど
っ
た
。

①
　
二
七
年
二
月
二
三
日
予
算
町
会
で
の
伊
地
智
町
長
の
談
話
「
昭
和
二
年
町
会
一

　
件
綴
」
　
（
豊
岡
隣
）
。

②
　
こ
の
た
め
の
政
府
か
ら
の
借
入
金
は
、
三
〇
年
か
ら
の
償
還
な
の
で
こ
の
予
算

　
に
は
鷹
接
影
響
し
な
い
。

③
交
際
費
は
復
興
事
業
へ
の
借
入
金
等
に
関
し
、
国
や
県
の
陥
入
と
の
接
触
が
ふ

　
え
、
そ
の
接
待
等
に
使
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

④
「
特
別
税
戸
数
割
制
限
外
課
税
ノ
件
許
可
稟
請
」
（
豊
岡
町
長
伊
地
智
三
郎
右

　
衛
門
オ
兵
庸
剛
県
知
輿
山
県
治
郎
宛
二
七
年
三
月
一
六
日
）
・
同
前
の
「
許
可
．
指
令
」

　
（
二
七
年
四
月
箪
○
日
）
。
地
方
自
治
体
の
芦
数
割
賦
課
の
実
態
に
つ
い
て
の
研

　
究
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
大
阪
府
高
槻
町
（
二
七
年
末
現
在
人
口
四
、
二
四
穴

　
人
の
農
村
地
帯
に
囲
ま
れ
た
町
）
の
戸
数
割
と
比
較
し
た
い
。
高
槻
町
で
は
二
七

　
年
の
戸
数
割
は
平
均
　
戸
当
り
～
一
円
八
○
銭
で
町
税
中
五
四
・
六
％
を
占
め
て

　
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
五
〇
円
未
満
の
所
得
に
は
戸
数
割
を
課
し
て
い
な
い

　
（
「
昭
和
二
年
高
槻
町
芦
数
割
賦
課
表
」
同
市
役
所
所
蔵
）
っ
高
槻
町
も
町
税
中
戸

　
数
割
が
七
〇
％
（
豊
岡
町
六
九
・
穴
乾
）
を
占
め
る
よ
う
計
算
す
る
と
一
戸
当
り

　
二
四
円
四
三
銭
に
な
り
豊
岡
町
の
揚
合
に
近
づ
く
。

。
⑥
　
　
「
豊
岡
町
特
割
税
戸
数
割
条
例
」
　
（
二
七
年
二
月
二
笙
日
議
決
）
。

⑥
「
昭
和
二
年
度
特
溺
税
戸
数
割
賦
課
レ
（
二
七
年
五
月
一
六
日
観
出
、
同
五
月

　
三
〇
日
議
決
）
。

⑦
「
昭
和
二
年
町
会
　
暮
雪
」
（
三
岡
町
）
所
収
。

③
　
盤
岡
町
政
革
新
岡
盟
（
後
述
）
で
は
、
二
七
年
八
月
に
「
柳
行
李
漂
白
所
設
鷺

　
の
た
め
八
千
円
支
出
に
関
し
て
は
如
何
に
産
業
保
護
の
美
名
に
隠
る
」
と
も
」
、

　
多
数
行
李
職
人
の
生
活
難
は
救
わ
れ
ず
、
　
「
町
会
に
勢
力
を
畏
む
る
親
方
一
味
の

　
陰
謀
に
よ
る
私
的
箏
業
に
対
す
る
公
金
支
出
」
で
あ
る
と
　
（
「
二
八
八
、
町
会
に

　
対
す
る
質
問
条
項
（
古
と
）
、
批
判
し
た
。

⑨
　
注
⑤
に
同
じ
。

⑩
　
　
「
無
産
者
新
聞
」
二
七
・
七
・
九
（
九
〇
号
）
。

⑪
「
労
働
農
民
新
聞
」
二
七
．
七
・
一
〇
（
　
三
号
）
。

⑫
　
　
「
無
産
者
新
聞
」
二
七
・
八
．
一
三
（
九
五
号
）
、
注
⑧
。

⑬
「
労
働
農
属
新
聞
」
二
七
・
八
二
二
（
一
七
号
）
。

⑭
　
町
政
革
新
運
動
に
連
携
し
て
ゆ
く
縁
装
労
働
者
の
ス
ト
に
際
し
て
の
ビ
ラ
で

　
¶
大
工
・
日
傭
・
土
工
・
仲
仕
諸
君
は
職
場
会
議
を
開
い
て
行
李
職
工
の
争
議
を

　
応
援
せ
よ
」
　
（
「
二
八
七
、
賃
金
は
下
る
首
は
飛
ぶ
（
古
と
）
と
あ
る
こ
と
よ
り

　
も
、
参
加
者
の
階
層
は
裏
付
け
ら
れ
る
。

⑬
　
注
⑧
に
同
じ
。

⑯
　
商
人
は
職
エ
・
職
人
と
異
な
り
、
こ
の
寸
時
の
社
会
運
動
に
関
心
が
な
か
っ
た

　
（
北
村
談
）
。
当
時
北
村
の
家
は
酢
醸
造
業
曝
荒
物
商
。

⑰
注
⑧
・
⑩
・
⑪
。

⑱
　
「
無
産
者
新
聞
」
二
七
・
七
・
二
三
（
九
二
暑
）
、
コ
一
入
七
、
賃
金
は
下
る
首

　
は
飛
ぶ
（
古
）
」
。

⑲
　
「
無
産
者
新
聞
」
二
七
・
七
。
一
～
三
（
九
二
号
）
。

⑳
「
労
働
農
畏
新
聞
」
二
七
・
四
二
五
（
七
号
）
。
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「
二
九
〇
、
家
賃
値
下
要
求
デ
ー
（
古
）
」
。

⑳　
　
「
無
産
者
新
聞
」
二
七
・
八
二
一
〇
（
七
六
号
）
。
子

＠　
　
「
二
八
九
、
斎
藤
秀
雄
↓
古
家
実
三
宛
書
簡
（
古
）
」
。

⑳　
　
「
本
橋
談
」
・
「
無
産
潜
新
聞
」
二
七
・
九
．
践
（
五
八
号
）
参
照
。

⑳　
　
「
無
産
者
新
聞
」
二
七
・
｛
○
・
二
五
（
一
〇
八
号
）
。

⑳　
　
「
労
働
農
民
新
聞
」
二
八
・
一
・
二
八
（
三
四
号
）
。

⑯　
　
「
本
橋
談
」
。
尚
、
円
山
川
の
砂
利
採
取
は
後
に
許
可
さ
れ
た
。

⑳　
　
「
無
産
者
新
聞
」
二
七
・
九
・
五
（
九
八
弩
）
、
「
水
平
新
聞
」
二
七
・

⑱　
二
五
、
「
本
橋
談
」
。

一
一
・

⑲
　
そ
の
後
豊
岡
町
を
中
心
に
、
三
一
年
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
連
盟
但
馬
協
議

　
会
の
グ
ル
ー
プ
が
組
織
さ
れ
た
。
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
．
日
本
プ
ロ
レ

　
タ
リ
ア
葵
術
家
同
盟
等
に
属
す
る
こ
れ
ら
数
人
の
青
年
達
は
、
先
の
労
農
党
但
馬

　
支
部
の
活
動
家
よ
り
も
若
い
世
代
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
三
二
年
一
一
月
青
年
達
が

　
検
挙
さ
れ
、
自
然
消
滅
し
た
（
以
上
「
本
橋
談
」
）
。
尚
、
本
居
氏
に
よ
る
と
、
三

　
・
一
五
の
と
き
斎
藤
は
入
営
し
て
お
り
、
地
元
勤
労
青
年
で
検
挙
さ
れ
た
の
は
、

　
本
橋
・
本
居
の
二
人
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
週
間
～
一
ケ
月
で
保
釈
、
七
月
に
再

・
び
本
橋
・
本
居
・
斎
藤
の
三
入
が
検
挙
さ
れ
た
と
い
う
（
本
居
談
）
。
い
ず
れ
に

　
し
て
も
、
本
稿
の
大
筋
は
変
わ
ら
な
い
。

第
四
章
　
豊
岡
町
の
運
動
と
労
農
党
・
共
産
党

1920年代中・後期の地方都市民衆運動（伊藤）

　
霞
本
共
産
党
と
の
関
係
　
先
述
の
よ
う
に
共
産
党
神
戸
細
胞
ぽ
但
馬
の
社
会
運
動
に
注
目
し
て
お
り
、
本
橋
文
平
・
本
居
誠
一
を
同
地
方
の

党
員
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
も
決
定
し
て
い
た
（
た
だ
し
推
薦
は
、
そ
の
担
当
者
葛
野
友
太
郎
の
大
阪
転
籍
と
三
・
一
五
事
件
の
弾
圧
で
実
現

　
①

せ
ず
）
。
ま
た
三
田
村
四
郎
（
共
産
党
留
守
中
央
常
任
委
員
）
も
、
二
七
年
初
に
但
馬
の
罹
災
民
会
運
動
の
実
情
を
視
察
に
き
た
（
本
橋
談
）
。

し
か
し
但
馬
の
勤
労
青
年
活
動
家
の
う
ち
、
活
動
当
時
の
二
八
年
初
め
迄
で
共
産
党
の
存
在
を
党
か
ら
知
ら
さ
れ
て
い
た
の
は
本
居
誠
一
の
み

で
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
共
産
党
も
個
々
の
活
動
に
関
す
る
具
体
的
指
示
は
出
さ
な
か
っ
た
（
本
居
談
）
。
活
動
の
具
体
的
方
針
は
、
　
「
無
産
者

新
聞
」
や
「
労
働
農
民
新
聞
」
な
ど
の
記
事
を
参
照
し
た
り
、
労
農
党
本
部
に
出
入
し
て
い
る
福
富
正
夫
（
早
大
）
　
〔
福
富
は
共
産
党
員
で
あ

っ
た
可
能
性
が
あ
る
一
伊
藤
注
〕
の
伝
え
る
本
部
の
空
気
を
参
考
に
し
て
、
労
農
党
但
馬
支
部
内
の
相
談
で
決
め
て
お
り
（
本
橋
談
・
本
居
談
）
、

共
産
党
の
方
針
の
影
響
は
聞
耳
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
二
六
年
後
半
～
二
七
年
に
か
け
て
日
本
共
産
党
系
の
社
会
運
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
た
福
本
イ
ズ
ム
の
受
容
に
関
し
て
も
、
そ
の
運
動
へ
の
影
響
は
但
馬
で
も
若
干
み
ら
れ
る
（
第
二
章
第
三
節
）
が
、
本
稿
で
み
て
き
た
よ
う

に
基
本
的
に
但
馬
の
勤
労
青
年
活
動
家
は
罹
災
寮
母
運
動
や
町
政
革
新
運
動
な
ど
の
実
践
活
動
に
主
た
る
関
心
が
あ
っ
た
（
本
橋
談
％
　
つ
ま
り
、
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但
馬
の
運
動
の
指
導
層
の
ほ
と
ん
ど
が
勤
労
青
年
で
あ
っ
た
た
め
、
社
会
運
動
を
理
論
闘
争
に
終
始
さ
せ
る
一
面
を
有
す
る
福
本
イ
ズ
ム
の
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

響
で
運
動
が
混
乱
す
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
労
働
農
民
党
支
部
の
形
成
母
体
　
各
地
の
労
農
党
支
部
形
成
の
実
態
に
は
、
不
明
確
な
点
が
多
い
が
、
大
き
く
分
け
て
農
村
地
帯
を
基
盤
と

し
て
農
民
組
合
（
日
農
が
多
い
）
を
主
な
母
体
と
す
る
も
の
、
都
市
部
を
基
盤
と
し
て
労
働
組
合
を
主
な
母
体
と
す
る
も
の
、
あ
る
い
は
そ
の

混
合
し
た
も
の
に
分
類
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

・
二
八
年
号
選
挙
で
無
産
敷
管
笛
得
票
率
順
位
一
位
・
二
位
の
香
川
県
・
京
都
府
の
諸
支
部
は
日
農
を
主
要
な
母
体
と
し
た
例
で
あ
り
、
神
奈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

川
県
の
諸
支
部
や
名
古
屋
市
支
部
は
労
働
組
合
を
基
盤
と
し
た
例
で
あ
り
、
ま
た
長
野
県
の
南
信
支
部
・
中
華
支
部
や
広
島
市
支
部
は
農
民
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

合
と
労
働
組
合
を
基
盤
と
す
る
例
で
あ
る
。
都
市
の
労
働
者
を
何
ら
か
の
基
盤
と
す
る
労
農
党
支
部
で
留
意
す
べ
き
は
A
　
「
鍬
力
職
の
印
半
纒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

を
き
た
山
崎
常
吉
」
　
（
名
古
屋
市
支
部
）
・
自
由
労
働
者
（
広
島
市
支
部
）
等
の
表
現
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
職
人
層
等
の
明
治
以
来
の
都
市

下
磨
労
働
者
を
一
つ
の
基
盤
と
し
て
い
る
も
の
も
少
く
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
労
農
党
但
馬
支
部
形
成
の
母
体
は
、
豊
岡
町
青
年
団
と
督
学
民
会
で
あ
る
。
青
年
団
や
都
市
民
衆
運
動
団
体
を
支
部
成
立
の
主
要
な
母
体
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

し
た
も
の
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
青
森
県
南
郡
支
部
（
黒
石
革
新
青
年
団
）
　
・
福
島
県
会
津
支
部
（
会
津
借
家
人
同
盟
）
な
ど
が
確
認
さ
れ
る
が
、

但
馬
支
部
の
形
成
と
同
様
に
む
し
ろ
特
殊
な
例
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
但
馬
支
部
の
構
成
要
素
で
あ
る
杞
柳
職
工
や
大
工
・
左
官
等
の

職
人
な
ど
の
明
治
以
降
の
都
市
下
層
労
働
者
に
注
囲
す
れ
ば
、
そ
の
層
を
一
つ
の
形
成
母
体
と
す
る
他
の
労
農
党
支
部
と
類
似
し
た
も
の
と
し

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
通
例
小
作
争
議
や
労
働
争
議
の
さ
か
ん
な
所
謂
先
進
地
帯
で
は
、
争
議
指
導
層
が
そ
の
地
域
の
当
会
主
義
グ
ル
ー

プ
さ
ら
に
無
産
政
党
支
部
と
し
て
成
長
し
た
り
、
社
会
主
義
グ
ル
…
プ
が
争
議
団
や
組
合
に
働
き
か
け
て
無
産
政
党
支
部
を
作
る
。
豊
岡
町
と

そ
の
近
隣
の
場
合
、
所
謂
後
進
地
帯
で
あ
っ
た
こ
と
、
震
災
と
い
う
偶
然
の
災
害
が
起
き
て
罹
災
者
が
多
数
出
た
こ
と
等
が
重
な
り
、
や
や
特

殊
な
集
団
を
母
体
と
し
て
支
部
が
形
成
さ
れ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
逆
に
後
進
地
帯
で
の
社
会
運
動
の
発
展
と
無
産
政
党
支
部
形
成
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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1920年代中・後期の地方都帯罠衆運動（伊藤）

　
二
七
年
の
地
方
都
市
民
衆
運
動
の
階
層
　
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
所
謂
大
恐
慌
期
の
鼎
呂
闘
争
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
社
会
属
衆
党

や
日
本
大
衆
党
な
ど
無
産
政
党
右
派
・
中
間
派
の
干
与
し
た
市
民
闘
争
の
基
盤
に
は
都
市
の
中
間
層
が
入
っ
て
い
た
こ
と
が
明
か
に
ざ
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
本
稿
で
み
て
き
た
よ
う
に
労
農
党
悪
馬
支
部
の
都
市
斑
衆
運
動
の
基
盤
は
、
職
工
・
職
人
等
の
下
層
民
衆
で
あ
り
、
革
命
近

し
と
み
て
激
し
い
闘
争
を
試
み
る
共
産
党
・
労
農
党
系
の
指
導
老
の
気
質
と
、
都
市
下
層
民
衆
の
「
失
う
も
の
の
な
い
」
現
状
へ
の
憤
癒
は
合

致
し
た
と
考
え
ら
れ
、
無
産
政
党
左
派
の
地
方
都
市
民
衆
運
動
の
基
盤
は
、
中
間
派
・
右
派
よ
り
も
下
層
に
あ
っ
た
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。①

板
野
『
嵐
に
舞
え
た
歳
月
』
二
一
九
頁
。

②
　
　
「
福
本
イ
ズ
ム
流
行
の
社
会
的
基
盤
は
、
当
時
大
量
に
運
動
に
参
加
し
た
学
生

　
や
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ア
で
、
労
働
者
で
は
な
か
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
」
　
（
山

　
辺
健
太
郎
『
社
会
主
義
運
動
半
生
記
』
七
穴
年
、
　
二
三
…
　
一
一
四
頁
）
と
の
回

　
想
も
但
馬
で
の
現
状
を
間
接
的
に
裏
付
け
る
。

③
　
「
は
じ
め
に
」
注
①
横
関
論
文
・
渡
部
徹
編
著
『
京
都
地
方
労
働
運
動
史
』
三

四
〇
－
三
四
一
、
四
8
、
四
四
責
．

④
　
『
神
奈
川
県
労
働
運
動
史
（
戦
前
編
）
臨
三
九
四
、
四
四
八
一
四
四
九
頁
。
斎

お
　
わ
　
り
　
に

　
藤
勇
『
名
古
屋
地
方
労
働
運
動
史
』
七
一
四
一
七
一
五
頁
。

⑤
　
長
野
県
特
高
課
『
長
野
県
社
会
運
動
史
駈
一
〇
九
一
一
一
〇
頁
、
山
本
茂
『
広

　
島
県
社
会
運
動
史
』
二
七
一
一
二
七
二
、
三
四
六
－
三
四
七
頁
。

⑥
前
掲
『
名
古
屋
地
方
労
働
運
動
器
』
・
『
広
島
県
社
会
運
動
史
』
。

⑦
『
青
森
県
労
働
運
動
史
』
第
一
巻
六
二
九
i
穴
瓢
＝
頁
、
第
二
巻
四
六
・
七
四

　
・
八
一
頁
。

⑧
　
　
『
帽
佃
島
旧
爪
中
｛
』
　
一
論
ハ
巻
一
五
二
…
一
一
血
三
百
ハ
。

　
従
来
の
二
〇
年
代
中
・
後
期
の
民
衆
運
動
研
究
で
は
統
一
戦
線
的
視
点
が
論
議
の
中
心
で
あ
り
、
残
さ
れ
た
解
明
す
べ
き
課
題
は
多
い
。
本

稿
で
は
当
時
の
実
態
を
素
直
に
み
つ
め
る
こ
と
か
ら
こ
の
時
期
を
再
構
成
す
る
た
め
、
兵
庫
県
豊
岡
町
を
事
例
と
し
、
罹
災
民
会
運
動
・
労
農

党
但
馬
支
部
設
立
・
町
政
革
新
運
動
等
に
つ
い
て
、
聴
き
取
り
調
査
や
町
の
行
政
文
書
の
利
用
も
重
視
し
て
五
〇
年
以
上
前
の
運
動
の
実
態
の

発
掘
に
努
め
た
。
そ
の
主
な
論
点
は
以
下
の
三
つ
で
あ
る
。

　
ま
ず
第
一
に
、
罹
災
民
会
運
動
を
継
続
し
労
農
党
倶
馬
支
部
設
立
に
ま
で
も
っ
て
い
っ
た
社
会
主
義
青
年
グ
ル
ー
プ
の
形
成
に
つ
い
て
で
あ

99　（773）



る
。
こ
の
形
成
は
、
二
四
年
か
ら
の
青
年
団
自
主
化
運
動
・
但
馬
青
年
学
生
連
盟
・
社
会
科
学
研
究
会
類
似
の
組
織
等
の
活
動
実
績
に
も
と
づ

い
て
い
た
。
但
馬
青
年
学
生
連
盟
や
社
会
科
学
研
究
会
の
活
動
は
、
当
初
但
馬
出
身
の
学
生
の
指
導
に
負
う
と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
が
、
や
が
て

地
元
の
青
年
の
中
に
も
社
会
主
義
思
想
を
身
に
つ
け
る
者
が
増
加
し
、
学
生
が
但
馬
の
運
動
か
ら
ほ
ぼ
手
を
引
く
二
五
年
末
よ
り
、
地
元
の
勤

労
青
年
活
動
家
が
社
会
運
動
の
指
導
を
ほ
と
ん
ど
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
青
年
団
自
主
化
運
動
や
社
会
科
学
研
究
会
類
似
の
組
織
等

の
活
動
は
、
二
〇
年
代
前
半
に
日
本
の
多
数
の
地
域
で
行
な
わ
れ
、
そ
の
一
部
は
地
方
都
市
民
衆
運
動
・
農
民
運
動
等
の
核
と
な
り
、
そ
の
他

の
多
く
は
二
〇
年
代
後
半
に
か
け
て
自
然
消
滅
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
第
二
に
、
豊
岡
町
の
民
衆
運
動
が
基
盤
と
し
た
階
層
及
び
そ
れ
に
よ
っ
て
で
き
た
階
層
対
抗
に
つ
い
て
で
あ
る
。
罹
災
民
会
運
動
・
町
政
革

新
運
動
等
は
杞
柳
職
工
や
大
工
・
左
官
等
の
職
人
や
書
聖
労
働
老
な
ど
の
下
層
町
民
を
基
盤
と
し
て
い
た
。
こ
の
運
動
と
対
抗
し
た
町
長
・
町

会
は
、
大
商
人
・
大
地
主
と
中
小
商
工
業
者
な
ど
中
間
層
の
上
層
以
上
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
豊
岡
町
で
は
上
層
に
属
す
る
。
そ
れ

よ
り
下
の
小
商
人
等
の
中
間
層
の
下
層
（
豊
岡
町
で
は
中
層
ゾ
に
属
す
る
者
は
、
一
時
期
復
興
同
盟
会
を
作
り
独
自
の
立
場
を
町
当
局
へ
示
す

が
、
ま
も
な
く
妥
協
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
中
間
層
の
下
層
（
換
雷
す
れ
ば
豊
岡
町
の
非
特
権
中
間
層
）
が
、
豊
岡
町
の
社
会
運
動
で
下
層

民
衆
と
連
携
し
た
と
い
う
事
実
は
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
。
以
上
よ
り
、
二
五
年
秋
に
罹
災
民
会
運
動
が
始
ま
っ
て
か
ら
二
八
年
初
め
ま
で

の
豊
岡
町
で
は
、
大
き
く
み
れ
ば
、
社
会
主
義
青
年
グ
ル
ー
プ
の
指
導
を
受
け
た
下
層
町
民
が
、
中
問
層
以
上
の
町
民
に
支
持
さ
れ
て
い
る
町

当
局
と
対
立
し
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
対
抗
の
主
要
な
争
点
は
、
震
災
復
興
路
線
や
そ
れ
に
も
関
わ
る
町
税
増
徴
問
題
等
の
日
常
的
経

済
利
害
で
あ
る
。
不
況
の
影
響
が
但
馬
震
災
の
た
め
更
に
深
刻
化
し
た
豊
岡
町
に
於
て
、
当
面
の
生
活
に
も
著
し
い
下
層
町
民
が
、
義
悪
金
個

人
分
配
の
増
加
や
町
税
増
徴
反
対
を
主
張
し
、
震
災
復
興
と
不
況
克
服
の
た
め
大
規
模
な
公
共
事
業
を
進
め
つ
つ
あ
る
町
当
局
に
批
判
を
提
示

し
た
の
で
あ
る
。
さ
て
筆
老
は
、
一
般
に
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
を
経
て
、
そ
の
運
動
の
一
翼
を
担
っ
た
非
特
権
中
間
摺
は
、
政
治
的
発
言

権
を
以
前
よ
り
も
認
め
ら
れ
な
が
ら
旧
来
の
有
力
者
と
協
調
し
た
政
治
体
制
を
構
築
す
る
と
、
推
定
し
て
い
る
。
・
こ
の
時
期
の
他
の
地
域
の
婁

態
解
明
が
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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1920年代中・後期の地方都市民衆運動（伊藤）

　
第
三
に
、
二
〇
年
代
中
・
後
期
の
地
方
都
市
民
衆
運
動
及
び
地
方
自
治
体
に
対
す
る
巴
鴨
運
動
の
特
色
と
意
義
に
つ
い
て
で
あ
る
。
労
農
党

の
都
市
民
衆
運
動
は
下
層
民
衆
を
対
象
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
豊
岡
町
の
場
合
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
都
市
下
層
民
衆
を
対
象
と
し
た
運

動
は
、
そ
の
激
し
さ
の
反
面
、
一
過
性
と
流
動
性
が
強
く
、
継
続
さ
せ
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
は
農
民
運
動
面
に
比
べ
き
わ
め
て
む
つ
か
し
い

性
質
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
不
況
が
深
刻
化
し
、
諸
矛
盾
が
と
り
わ
け
下
層
民
衆
に
重
く
の
し
か
か
る
二
〇
年
代
後
半
に
於
て
、

地
方
都
市
民
衆
運
動
及
び
地
方
自
治
体
に
対
す
る
民
衆
運
動
の
政
治
的
意
義
は
大
き
い
。
つ
ま
り
、
戸
数
割
増
徴
反
対
要
求
の
よ
う
に
、
従
来

の
労
働
運
動
や
農
民
運
動
の
枠
内
の
み
で
提
起
す
る
の
が
必
ず
し
も
適
切
で
な
い
諸
要
求
を
取
り
上
げ
る
母
体
と
な
り
、
し
か
も
、
組
合
と
し

て
組
織
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
い
大
工
・
左
官
・
口
雇
等
自
由
労
働
者
（
戦
前
の
日
本
に
は
多
い
）
の
要
求
を
汲
み
上
げ
な
が
ら
、
労
働
組
合
や

農
民
組
合
の
基
礎
が
強
く
な
じ
地
方
に
於
て
も
民
衆
運
動
を
盛
か
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
場
合
に
よ
れ
ば
、
下
層
民
衆
と

非
特
権
中
間
層
と
が
連
携
し
た
運
動
が
展
開
す
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
て
、
二
七
年
初
め
に
、
福
本
イ
ズ
ム
の
影
響
下
に
あ
る
日
本
共
産
党
が
豊
岡
町
の
罹
災
民
会
運
動
を
評
価
し
た
の
は
、
運
動
不
振
の
中
で

新
た
な
打
開
の
道
を
求
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
福
本
イ
ズ
．
ム
が
革
命
運
動
を
理
論
闘
争
に
終
始
さ
せ
、
組
合
運
動
を
軽
視
し
、

革
命
運
動
に
分
裂
と
混
乱
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
従
来
の
評
価
は
訂
正
さ
れ
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
所
謂
福
本
イ
ズ
ム
の
時
代

に
於
て
、
地
方
都
市
で
の
地
方
自
治
体
に
対
す
る
「
地
方
政
治
闘
争
」
が
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
多
く
の
地
域
で
展
開
し
、
民
衆
運
動
の
中

に
積
極
的
に
新
し
い
分
野
が
切
り
開
か
れ
、
当
時
の
日
本
共
産
党
が
そ
れ
を
重
視
し
た
こ
と
は
、
再
評
価
さ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
生
　
京
都
市
左
京
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県and　Higashi－Muro　District：東牟；婁郡of　Waleのyama　Prefecture和歌山

県．The　literature　in　the　Edo江戸Period　often　referred　to　the　coPPer

mines　in　the　Kumano　region．　lt，　a｝so，　reported　scores　of　names　of

those　mines，　most　of　which　had　been　already　exploited　in　the　former

term　of　the　Edo　Period．　Moreover，　mining　in　those　mines　was　done

on　the　large　scale　even　in　the．Showa昭和Period．

　　Nevertheless，　it　cannot　be　said　that　details　on　the　circumstances　of

these　mlnes　have　been　well　investigated．　We　cannot　locate　surely

many　of　those　mines．　lt　has　not　been　made　clear　which　the　main

mine　was．　Furthermore，　neither　the　amount　of　the　product20n　nor　the

process　of　producing　the　copper　has　been　made　known．

　　This　article，　therefore，　aimed　at　throwing　light　upon　the　conditions

of　these　mines．　As　we　1ack　historical　sources　which　are　directly

concerned　wkh　the　Kumano　copper　mines，　1　’ 翌盾普Id　like　to　utilize，　at

the　same　time，　the　historical　materials　of　Osaha大阪which　illustrate

the　transportation　of　the　copper，　the　sa！e，　and　the　refinement　of’ 狽??

copper　ore．

　　Best　of　al！，　1　appreciate　greatly　the　devoted　cooperatioR　of　the　！ocal

historians　in　the　Kumano　region．

The　Popular　Movement　of　the　Provincial　City　in　the

　　　　　　　　　Middle　and　Latter　Period　of　1920s

by

Yukio王to

In　Toyooka豊岡Town（today　City），砺ogo兵庫Prefecture，　man　can
find　a　SYstem，　in　which，　besides　the　old　influential　men，　the　repre－

sentatives　of　the　uRprivileged　middle　class　could　come　to　express　their

poiitical　opinlons　through　the　process　of　the　general　election　in　1924．

Then，　from　the　problem　on　allotment　of　Gienflin二二金　for　the

Taj．imashinsai但馬震災三n　May　of　1925，　a　popuiar　movement　by　the

Risaiminkai罹災民会arose　in　that　autumn．　And　in　Ju五y　of　1926　it

became　the　base　for　the　organization　of　TOjima但馬branch　of　the

Rodonominto労働農民党with　the　movement　for　autonomy　of　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（841）



Toyooha・cho－Seinenhai豊岡町青年会，　which　had　begun　in　the　early　1924．

On　the　whole　this　popular　movement　led　to　the　movement　for　refor－

mation　of　the　town　adminlstration　2B　summer　of　1927　and　further　to

the　popular　movement　till　the　early　1928．　These　movements　were

based　on　the　lower　class　which　consisted　of　artisans，　workmen　and

so　fortk．　Their　leaders　were　the　young　working　men　of　the　district，

who　grew　from　the　Taj’ima－seinen－gakz4sei－renmei但馬青年学生連盟，　the

organization　similar　to　the翫盈α漉囎魏％・劒z勿％履社会科学研究会，　the

movement　for　autonomy　of　the　Seinendan青年団，　and　so　on．　In　this

article，　through　the　analysis　of　the　case　in　Toyooka　Town　one　can

promote　a　better　understanding　about　the　popular　movement　of　the

provincial　city　in　the　clos圭ng　period　of　the　Taisho　Democracy大正デ

モクラシー（especially　about‘‘the！ocal　political　confiict”against　the

local　authority　from　tlte　late　1926　to　1927），　whose　actual　condltion　had

’formerly　remained　uncertaln．
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